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第一章　〜元マフィアの熱愛〜








　園その崎ざき日ひ菜な子こはオフィスを出ると、エレベーターホールに向かって歩き出した。

　今の会社に入って三年。ここでの仕事は毎日充実しており、同僚をはじめ上司も皆いい人ばかりだ。もちろん大変な時もあるけれど、以前の勤め先に比べれば少しも苦ではない。

　新卒で入った会社は有名企業で、内定をもらえた時は心の底から喜んだものである。しかしその想いは、入社後にあっさり裏切られることとなった。

　配属先の課長がいわゆるブラック上司で、同期はもちろん先輩方からも嫌われていた人物だった。

　日菜子も課長からセクハラを受け、それが辛くて半年足らずで会社を辞めた。

　その後、転職活動でいくつもの企業に応募しては不採用を繰り返し、紹介予定派遣でようやく今の会社に巡り会えたのだ。

　苦痛だった日々が嘘のように楽になり、仕事が終わった後にプライベートを満喫するゆとりもできた。今もまた、夕食はどこかで食べて行こうかと考えている。

　エレベーターに乗ると、そのまま一階のエントランスへと下りていく。

　正門を出て会社から少し離れた所で、背後から唐突に呼び止められた。

「日菜子ちゃん」

　声をかけてきたのは、日菜子より先に帰った筈の先輩、宮みや川かわだった。

　優しくてかっこいいと女性社員に人気のある人物だが、日菜子は彼に対して一度も魅力を感じたことがない。

　単に好みじゃないというのもあるが、一番の理由は以前から他に想いを寄せている相手がいるからだ。

　そのため、周囲から素敵だと言われるような男性を前にしても、決して心を奪われることはなかった。

「宮川さん、もう帰ったんじゃなかったんですか？」

「そのつもりだったんだけど、日菜子ちゃんと話がしたくなってさ」

「ごめんなさい。私、これから用事があるので失礼します」

　待ち伏せされていたようで気味が悪い。

　急いでこの場から離れようと、日菜子は軽く一礼して歩き始めるが、宮川はしつこく話しかけてくる。

「日菜子ちゃん、今度の連休は暇？　もし特に予定がないんだったら俺と過ごさない？　どうせ付き合ってる人いないんでしょ？」

　完全にこちらを馬鹿にしている不快な発言だ。その上、自分になびかない異性はいないと勘違いしているところも腹立たしい。

　先輩とはいえどうしても黙っていられず、日菜子は毅然とした態度で反論する。

「お言葉ですが宮川さん、今の発言は女性に対してすごく失礼ですよ。確かに私は付き合っている人はいませんけど、好きな人はいます。誘えば誰でもＯＫしてくれるなんて思わないで下さい」

　しかし、宮川はそれが気に食わなかったようで、怒りをあらわにして日菜子の手首を乱暴に掴んでくる。

「離して下さい！」

「口の利き方に気を付けなよ。先輩に対してそういう態度を取るなら、今から俺が躾けてあげようか？」

　明らかな脅迫に日菜子は怯みそうになるも、自分は間違っていないのだから絶対に屈してはいけないと言い聞かせる。

「嫌がる女に強引に迫った挙句、脅して服従させようとするとは、つくづく最低な男だな」

　呆れたような口調で言いながら、一人の男が近づいてくる。

　その人物の姿を視界に捉えるなり、日菜子は驚きを隠せず目を丸くした。

（嘘……！　どうして彼がここに……!?）

　屈強な体躯に一八〇センチ以上の長身、精悍な顔立ちにオールバックの黒髪。どれだけ月日が経とうとも、決して忘れることのなかったその人物――日菜子の初恋の相手である小お田だ切ぎり玲れい司じだった。

「少しは周囲の目を気にして、自分の行動を恥じたらどうだ？　それでもまだ引かないというのなら、俺も容赦はしない」

　玲司の言葉で宮川はすぐさま日菜子の手首を離す。

　よく見ると通行人が足を止めて、何事かとこちらを見ている。その中には会社の人間もおり、誰もが宮川に対して非難の眼差しを向けていた。

　宮川は忌々しげに睨みつけるも、玲司の気迫に圧倒されたようで何も言わずに去っていく。

　日菜子は安堵のため息をついたのち、傍らに立つ玲司に目を向けた。

「あの、玲司……さん……」

　恐る恐る呼びかけてみると、玲司は優しく微笑みかけてくる。

　その笑顔を見た瞬間、日菜子の心臓が大きく跳ね上がった。

「久しぶりだな、日菜子。怪我はないか？」

「は、はい。ありがとうございます」

（玲司さん、私のこと覚えていてくれたのね……！）

　彼に名前を呼ばれただけで胸がときめき、日菜子は自然と表情を綻ばせる。

「もし時間があるなら、一緒に食事でもどうだ？」

「はい、行きます！」

　好きな人と食事に行く日を、どれだけ夢見ていたことだろうか。

　これまでにも、異性から食事に誘われたことは何度かあるが、いつも適当に理由をつけて断っていた。

　たとえ相手にその気がなかったとしても、どうしても玲司以外の男性とは行きたくなかったのだ。

　日菜子が迷うことなく返答すると、玲司は嬉しそうに表情を和らげた。

「よし、それじゃあ行こうか。少し前に良い店を見つけてな、お前もきっと気にいる筈だ」

「本当ですか!?　楽しみです！」

　玲司とは話したいことがたくさんある。何よりこうして再会できたことが嬉しい。

「すぐそこに車を停めてある。気が変わらないうちに行こう」

「はい！」

　たとえわずかな時間であってもいい。

　玲司と過ごせるこの瞬間を楽しもうと、日菜子は明るい笑顔で返事をして車に乗った。

　食事中、日菜子は玲司と過ごした短い日々を懐かしんでいた。

　玲司と初めて会ったのは今から六年前、彼女がまだ大学二年生の時である。

　その当時、彼は脇腹にひどい怪我を負っていた。

　最初は救急車を呼ぼうとした日菜子だったが、玲司は頑なにそれを拒んだ。理由を尋ねても口を閉ざすばかりである。

　だが、放置すれば怪我の具合が悪化し、最悪の場合は命を落とす可能性だってある。悩んだ末に日菜子は、玲司を自分の部屋に連れて帰ることにしたのだった。

　最初は一人暮らしの身で、男性と同じ部屋で過ごすことに緊張した。

　異性慣れしていない日菜子にとって、それだけでもかなり大変だったのに、翌日にはとんでもない秘密を知ってしまった。

　小田切玲司という男は、アメリカに拠点を置くマフィアに所属していたのである。

　部屋の掃除機がけをしている時、偶然にも彼の所持品の中に銃が入っているのを見てしまったのだ。

　それで病院に行くのを拒んだのかと納得するのと同時に、口封じに消されるかもしれないと本気で死を覚悟した。

　ところが玲司は日菜子を殺そうとせず、飄々とした態度で「俺をサツに突き出さないのか？」と訊き返してくるだけだった。

　常識的に考えれば、相手が犯罪組織の人間だと判明した時点で、警察に通報するのが普通だろう。

　だが、日菜子は敢えて通報しなかった。

　玲司の素性を聞かされても、彼が極悪人には思えなかったからだ。

　もし相手が本当に悪党であれば、日菜子はとっくに殺されている筈である。

　それに、玲司にも何か事情があるのかもしれないと思い、ひとまず話を聞いてから判断することにした。

　すると彼は面喰った様子を見せたのち、「なかなか面白い娘だな」と腹を抱えて笑った。

　そんな日菜子に心を許したのか、ひとしきり笑った後でようやく話してくれた。

　玲司は日本人とイタリア系アメリカ人のクォーターで、母親がマフィアのボスの親族である関係から、自身も組織に所属しているとのことだった。

　日本へ来た目的は、トラブルに巻き込まれた知り合いを助けるためで、怪我はその時に負ったものだという。

　それ以上の詳しい事情は聞かされなかったが、マフィアに所属している玲司を病院に連れて行くのはまずいと判断し、彼の怪我が完治するまで泊めることにしたのである。

　ちょうど春休みだったこともあり、人目につく心配も少なかったので一緒に暮らすのに都合が良かった。

　その間の玲司は、裏社会の人間とは思えないほど、とても優しく接してくれた。

　同年代の男子にも優しい人はいたが、玲司の優しさには年上の男性特有の包容力が感じられた。

　それに加えて玲司の振る舞いはとても紳士的で、共に暮らしている間も日菜子に手を出してくるようなことはなかった。

　他にも、均整が取れて引き締まった彼の体に魅了され、風呂上がりのたびにドキドキしていたのをはっきり覚えている。

　以前から、大人の魅力に溢れ肉体的にも色っぽい男性が好みだった日菜子にとって、玲司はまさに理想の人だった。

　そんな玲司に日菜子はいつしか惹かれていき、気付けば恋心を抱き始めていた。

　彼がマフィアであろうと関係ない。もし叶うのであれば、ずっと一緒にいたいと願うようになっていた。

　だが、胸に秘めた想いを告白するより先に、「これ以上、俺のような人間と関わるべきではない」と冷たく告げられ、その翌日に玲司は去ってしまった。

（やっぱり彼とは生きる世界が違うのね……）

　わかっていたことではあったが、それでもすぐに現実を受け入れられなかった。

　その際、玲司から手を出されなかったことに対し、ショックを受けている自分がいるのに気付いた。

　玲司に恋心を抱いたと同時に、身も心も彼のものになりたかったと、心の奥底で望んでいたのだろう。

　元の日常に戻るのが辛いと感じたのは、生まれて初めてだった。

　しかしそれ以上に、自身を一人の女として見てもらえなかったことが、とにかく悲しくてたまらなかった。

　部屋に取り残された日菜子は、玲司の好きな曲を流しながら一人寂しく泣いたのである。

　――自分はごく普通の日本人、相手はイタリア系アメリカ人の血を引くマフィア。共に生きることは決して許されない。

　一度はそう割り切ろうとしたものの、いつかまた会えるのではという望みを捨て切れず、六年間ずっと待ち続けてきたのだ。

　そして玲司と再会できた時、大人になった自分を見てほしいという思いから、日菜子は前にも増しておしゃれに気を遣うようになった。

「それにしても、すごく綺麗になったな」

　玲司に唐突に話しかけられ、日菜子の意識は現実に引き戻される。

　向かいの席に座る彼は、感慨深げにじっと日菜子を見つめていた。

「初めて会った時は、かわいらしいという印象が強かったが、見違えるほどだ」

「えっ？　い、いえ……そんなことは……！」

　恥ずかしげに頬を赤らめる日菜子だったが、好きな相手に容姿を褒められ内心では気分が良くなっていた。

　童顔なので特別綺麗になったという自覚はなかったが、玲司にそう言ってもらえるなら努力した甲斐があったものだ。

「玲司さんも、その……以前よりものすごく……魅力的になったと思います」

　たくましい体格や精悍な顔立ちは以前と変わらないが、年月が経ったせいか大人の色気が増しているように感じられる。

（私なんかとは全然釣り合わないわ……）

　――やはり彼にふさわしいのは自分のような平凡な女ではなく、大人びた雰囲気の色っぽい美女なのではないだろうか。

　その考えが脳裏をよぎり、途端に自信をなくしてしまう。

　その後も取り留めのない話はしたが、自身の恋心を打ち明けることができないまま時間だけが過ぎていく。

　日菜子に会うためだけに、わざわざ日本へ来たわけでもないだろう。今夜だって、偶然見かけたから助けてくれただけかもしれない。

　また、マフィアの幹部構成員という玲司の立場を考えると、ずっと抱き続けてきた想いを口に出すのは余計にためらわれた。

　食事を終えて店を出たのは夜の九時を過ぎた頃である。もう遅いからと、帰りもアパートまで送ってもらうことになった。

　やはり別れるのが名残惜しい。いっそのこと、このまま玲司と二人でどこか遠くへ行きたい。

　だが、幼子のようなわがままを言えば、玲司を困らせてしまうだけである。

　そしてついに別れの時が訪れる。

「今日は色々とありがとうございました」

　日菜子は悲しみを表に出さないように努め、作り笑顔で一礼したのち車を降りた。

「待ってくれ」

　玲司もまた、すぐに車を降りて呼び止めてくる。

「玲司さん!?」

　驚いて振り返ったところで、日菜子は彼の腕の中に閉じ込められた。

「あの日からずっと、お前を俺のものにしたかった！」

　玲司は離さないとばかりに強く彼女を抱きしめる。

（私、今……玲司さんから告白されたの？）

　一瞬、都合の良い夢でも見ているのではないかと思った。しかし、このぬくもりや抱きしめられている感覚は、紛れもなく現実のものである。

　戸惑いを隠せずにいる日菜子に、玲司は更に驚くべきことを告げてくる。

「俺が日本に戻ってきたのはお前に会うためだ。そのために俺は組織を抜けた。今は知り合いが経営する会社で働いている」

「組織を抜けたって、そんなの……決して簡単なことじゃないですよね……？」

　下手をすれば裏切り者と見なされ、命を狙われてもおかしくないだろう。マフィアの事情をろくに知らない日菜子にも、それぐらいのことは容易に察しがつく。

「確かに当初は、幹部が易々と組織を抜けたら他の構成員に示しがつかなくなると、反対された。だが、どうしてもお前を諦めきれなくて……。そんな俺の想いに気付いたお袋が、『いつまであの子を組織に縛りつけるつもりだ』とか『死んだ夫も自分と同じことを思っている筈だ』と言って、ボスを強引に説得してくれたんだ。あの人は昔からお袋には頭が上がらなかったから、最終的にはどうにか許可をくれたよ」

　玲司自身は大したことなどないようにさらりと語るが、実際は相当の覚悟を決めて戻ってきたに違いない。

「私のためだけに、そこまで命を懸けてくれたんですね……。本当に……どうお礼を言ったらいいのか……」

「お前のためなら、俺は何だってするさ」

　誠実かつ一切の迷いのない言葉を向けてくれるのは、後にも先にも玲司ただ一人だけだろう。

「日菜子、お前が好きだ。一目見た瞬間から、これほどまでに愛しいと感じた女に巡り会ったのは、お前が初めてなんだ」

「本当に……初めて会った時から、私のことを愛しいと……？」

　日菜子は半信半疑といった様子で訊き返す。

　一緒に暮らしている間の玲司は、一度もそのような素振りを見せたことがない。だから日菜子は、彼には女として見てもらえていないのだと思っていたのだ。

「ああ、本当だ。それにお前は、俺がマフィアだと知っても恐れたりせず、常に優しい笑顔を向けて接してくれた。その芯の強さにも惹かれたんだ」

　ありったけの想いが込められた愛の告白に、嬉しさから目頭がジンと熱くなる。また、初めて恋を知った日のように、胸のときめきも止まらなかった。

（玲司さん、本当にずっと私だけを想っていてくれたのね……）

　玲司の一途な想いに応えるべく、日菜子は広い背中に腕を回して愛の言葉を口にする。

「私も、玲司さんのことが……いえ、玲司さんだけが好きです」

　もう少し気の利いたことを言えないのだろうかと呆れるが、今まで告白したことのない日菜子にはこれが精一杯だった。

　だが、玲司はそれだけで充分嬉しかったようで、安堵した様子で微笑んでいる。

「お前も俺と同じ想いでいてくれて良かった……」

　それから互いに目が合うなり、どちらからともなくそっと唇を重ねる。

「ん……んん……」

　最愛の人と交わす初めてのキス――それはとても柔らかく甘美なものだった。

　人通りの少ない時間帯とはいえ、アパートの住人に見られる可能性もあった。しかし今は、こうして互いの愛を確かめることのほうが大事に感じられ、夢中になって口づけを続ける。

　ずっと待ち望んでいた瞬間を迎えられ、胸の中が幸福感に満たされていく。

　唇が離れた後も、日菜子は夢見心地で玲司のぬくもりを感じていた。

　初めての口づけに陶然となっていると、彼が低い声音でそっとささやきかけてくる。

「今夜はお前の部屋に泊まっていってもいいか？」

　熱く甘い吐息が耳元にかかる。

　その刹那、全身が一気に熱く火照って、胸の高鳴りも一段と増していった。

「もちろんです。相変わらず狭い部屋ですけど」

「二人で過ごすには充分だ」

　玲司は小さく笑うと、日菜子の小さな唇にそっと口づけた。

　すると彼女の瞳から一滴の涙がこぼれ落ちる。

「泣いているのか？」

「何だか、こうして玲司さんと抱きしめ合ってキスしているうちに、急に涙が出てきて……」

　日菜子はすぐさま指先で拭うが、一度溢れ出した涙はそう簡単には止まらなかった。

　こんなにも涙腺が緩んだのは、玲司が自分の元を去った日以来かもしれない。

　だが、日菜子が今こうして泣いているのは悲しみからではなく、彼と再会し想いが通じ合った喜びからである。

「ほら、もう泣くな」

　玲司は涙を拭うように、眦にも優しく口づけていった。

「ありがとうございます」

　日菜子がふんわりと微笑むと、玲司はまた唇を重ねてくる。

「んぅ……」

　煌々と輝く月明かりの下、二人はしばらく抱擁し愛を確かめ合うのだった。




　玲司を部屋に招き入れた日菜子は、これから始まる淫靡な時間に思いを馳せていた。

　全く不安がないと言えば嘘になる。しかしそれ以上に、愛する男と体を重ねる悦びを味わいたいという気持ちが遥かに大きい。

「怖いか？」

　玲司は日菜子の隣に腰を下ろすと、緩くウェーブのかかった黒髪を優しく撫でてくる。

「いえ、大丈夫です」

　日菜子は気丈に返事をするが、なぜか玲司に笑われてしまう。

「無理して強がるな。初めてなんだろう？」

「いくら私が年下だからって、子供扱いしないで下さい」

「そいつは悪かった」

　玲司はお詫びの印とばかりに、優しく唇を重ねてくる。

　それから間髪入れずに、器用な手つきでブラウスのボタンが外されていく。

「あ――」

　日菜子は思わず身を強張らせた。

　わかっていたこととはいえ、いざ肌を見せるとなると緊張してしまう。

　少しだけ待ってほしい――そんなことを言う間もなくスカートやストッキング、ついには下着まで脱がされた。

　あらわになった胸元を慌てて両腕で隠すが、玲司によってすぐに引き剥がされる。

「初めて会った時からいい体をしていると思っていたが、こうして改めて見ると本当に綺麗だな」

　彼は芸術品を愛でるような眼差しで、日菜子の一糸まとわぬ姿をじっくり眺める。

「そ、そんなに……見ないで下さい……」

　華奢な肢体に不釣り合いな、たわわに実った膨らみを見られるのが恥ずかしい。今にも卒倒してしまいそうだ。

「いいや、何度でも見てやる」

　玲司はからかうように告げたのち、着ているスーツを脱ぎ始めた。

　六年が経った今でも、鍛えられた筋肉質のたくましい体は健在だった。

（あぁ、何て素敵なの……）

　日菜子は恍惚の眼差しで、男らしい裸体に見入ってしまう。

　玲司がボクサーパンツを脱いだ瞬間、日菜子の視線は局部にある男の象徴に釘付けとなる。

　想像していたよりも長くて太い。他の男性のものは知らないが、玲司の雄茎はかなり大きく、勃起していない状態でも猛々しさすら感じられた。

　果たしてあんな大きいものが挿入るのかと、情交を始める前から心配になってしまう。

　日菜子の眼差しに気付いたのか、玲司は可笑しそうにククッと笑った。

「そうやって見ているということは、俺の倅を拝みたくてたまらなかったのか？」

「い、いえ！　決して……そういうわけでは……！」

　じっと眺めていたのが恥ずかしくなり、日菜子は慌てて目を逸らす。

「もっと見てほしかったんだが、今日のところはまあいいか……」

　玲司は少々残念そうにつぶやくも、すぐに気を取り直して日菜子をベッドへ押し倒した。

（あぁ、今から玲司さんの指先が……私の体をなぞっていくのね……）

　初恋の相手に抱かれる悦びと未知の経験に対する緊張とが、日菜子の中でない交ぜになって込み上げてくる。

「時間をかけて気持ち良くしてやるから、お前は何も考えずにリラックスしていろ」

　初心な日菜子を気遣うように、玲司はそっとささやきかける。

　彼の低い声音が何とも心地よく、日菜子はうっとりと甘いため息をついた。

　その直後、玲司の大きな手が乳房を優しく包み込み、やんわりと揉みしだいてくる。

「あっ……」

　気持ちいいようなくすぐったいような奇妙な感覚である。性の快楽はまだ感じられないが、不快ではないことだけは確かだ。

「一体何度、お前の綺麗な胸に触れたいと思ったことか……」

　豊満な胸の大きさを堪能するように、玲司は夢中になって揉み続けた。

「や……」

　乳房を揉む手つきが、ひどく淫靡なものに感じられた。羞恥のあまり顔だけでなく体までもが熱くなっていく。

　日菜子の反応を愉しむように、玲司は弄うような眼差しでじっと見下ろしている。

　だが、そのことに対する不快感は全くない。

　高校時代、体育の授業のたびに男子によく胸元を見られていたが、玲司の視線はそれとは明らかに違うからだろう。

　少なくとも彼の眼差しからは、下心や猥りがわしい感情は感じられなかった。

「お前の胸は柔らかくて最高だ。乳輪も桜のような綺麗な色をしている」

　乳房をゆっくり捏ね回しながら、玲司は陶然とつぶやいた。

　やたら大きく育ってしまった胸を、日菜子はずっと不格好だと思っていた。

　しかし、こうして玲司に綺麗だと称賛され、包み込むように丁寧に愛撫されることで、抱き続けてきたコンプレックスが消えていく。

「こんなに愛らしい顔立ちと美しい肢体を持ちながら、今までよく他の男が寄り付かなかったな」

「まあ、普段の私はそんなに目立たないほうなので……。それに、私より綺麗な人は他にもたくさんいますし」

　日菜子は曖昧に笑ってごまかす。

「玲司さんこそ、女性にはかなりモテたのでは？」

「まあ、言い寄ってきた女は何人かいたが、全て切り捨ててやったさ。騒々しい女は好みじゃないし、何より俺の心が向いているのはお前だけだからな」

　玲司は熱を帯びた眼差しを向けてくる。

　その瞳を見ただけで、彼が本気で日菜子だけを求めているのが、強く感じられた。

　玲司にフラれた女性には申し訳ないが、今までもこれからも彼の心を独占できると思うと嬉しいことこの上ない。

「それを聞いて安心しました。ずっと玲司さんを待った甲斐があります」

「まるで俺に抱かれるのを待っていたような言い方だな。そうやって男の劣情を掻き立てるような言葉を、気軽に口にするのはよせ」

「玲司さんになら、何をされても怖くありません」

「ほう、言ったな」

　次の瞬間、玲司の瞳に獰猛な光が宿る。

　こんな風に欲望をあらわにした玲司を見るのは初めてだ。

　何をされるのだろうとドキドキしていると、まだ柔らかい乳首を軽くつつかれた。

「あぁん」

　日菜子は小さく身震いして切なげに喘ぐ。

　触れられた部分から甘い刺激が生じ、下腹部の奥が熱くなるような感覚を覚える。

「初めてでも乳首は感じやすいのか」

　玲司は立て続けに、乳頭を指の腹で押したり撫でたりして日菜子を翻弄する。

　すると乳首はますますジンと疼き、それに伴って体に生じた淫靡な熱も増していった。

「あ、あぁッ……！」

　日菜子は頬を上気させながら、感じ入った様子で何度も嬌声を上げた。

　いたいけだった彼女の乳首は、玲司の巧みな指戯によって瞬く間に感度が上がり、次第に硬く尖り始めていった。

「気持ちいいか？　それじゃあ、こんな風にされるのはどうだ？」

　玲司は両方の乳首を摘むと、くいくいと引っ張っては指の腹で擦っていく。

「ひ、あ……あぁ……んッ！」

　優しい触れ方ではあるものの、今の日菜子には強すぎる刺激である。しかしその一方で、初めて与えられる快感に悦びを覚える自分もいた。

　また、乳首はピンと尖った状態で濃く色づき、触れられるたびに淫靡な姿形となっていくのが見て取れた。

（もっと……玲司さんの愛撫が欲しい……）

　決して口には出さなかったものの、ずっと玲司に抱かれたいと願っていたのだと改めて実感する。

　鋭敏になった胸の先端を弄りながら、玲司は口角をわずかに吊り上げる。

「乳首がだんだんと硬くなってきたな。こうやって触れられるのが好きなのか？」

「や……ッ」

　弄うように乳首をツンツンとつつかれ、触れられた部分から腰の辺りにかけて一気に熱くなっていく。

「そ、そんなに何度も……しないで下さい……」

　日菜子は顔を真っ赤にして涙声で訴えた。

　そんな彼女のことを、玲司はからかいめいた面持ちで見つめるばかりである。

「日菜子は本当にかわいいな」

　恥ずかしがる日菜子の耳元で、官能的な低い声音でそっとささやいたのち、玲司は硬くしこった乳首にチュッと口づけた。

「ひゃん！」

　唇が触れただけでも感じてしまい、日菜子の体はビクンと大きく跳ね上がる。

（私の体、こんなにも……感じやすいの……？）

　確かに玲司の愛撫は気持ちいいが、それでもここまで敏感に反応する自分に日菜子は戸惑いを隠せない。

　恥じらいながらも快楽を得ている日菜子を見るなり、玲司は不敵な笑みを浮かべて舌なめずりする。

「なかなかいい反応だ」

　玲司は満足げにつぶやくと、舌先でそっと乳輪を舐っていった。

「あ、は……あぁっ……！」

　日菜子はあられもない声で鳴いて頭を仰け反らせる。

　指とは違うねっとりとした感触が、何とも背徳的かつ官能的である。また、乳首を舐ってくる動きも気持ちよくてたまらない。

「あぁ、玲司……さん……」

「何て愛らしい顔なんだ。ますますそそられてしまう……」

　艶めいた声音で名前を呼ばれて、欲望の熱が一気に上昇したのだろう。玲司は恍惚の笑みを浮かべると、すっかり熟れた先端を口に含んで軽く歯を立てた。

「あ……んっ！」

　日菜子はたまらず小さな悲鳴を上げる。

　柔らかく噛まれただけなので少しも痛くなかったが、代わりにゾクゾクするような愉悦を覚えるのだった。

「甘噛みされるのも気に入ったみたいだな」

「は……あぅ……ん……」

　紅く色づいた乳首を何度も優しく食まれ、日菜子は鼻から抜けるよう甘い声音で鳴いた。

　まだ羞恥心はいくらか残っていたが、愛する男に快感を与えられて官能の歓びを知る自分もいた。

「こんなにも愛らしくて感じやすい乳首、このまま食べてしまいたいぐらいだ……」

　しばらく甘噛みを繰り返したのち、玲司はすっかり悦に入った様子で乳首を吸い上げていく。

「あ……あぁ……っ！」

　得も言えぬ快楽が全身を迸り、下肢の中心から熱い疼きが生じる。

　日菜子は酩酊したように頬を赤らめて、淫靡な熱を帯びたため息をついた。

　つい先程まで無垢そのものだった心と体は、瞬く間に官能の深みへとはまっていった。

　玲司は濡れた舌で乳首を優しく転がす傍ら、空いているもう片方の乳首を指先でなぶっていく。

「んっ、あぁ……ン……」

　憚りのない声で喘ぐ日菜子は、すっかり蕩けきったような面持ちを浮かべていた。

　二つの異なる感触が、この上なく気持ちよくてたまらない。理性を奪うような快感のうねりに、早くも絶頂に達してしまいそうになる。

　下腹部の奥が熱く疼いており、足の間もすでに潤んでいるのがわかった。

「玲司さん……」

　一刻も早く淫らな指戯で、閉ざされた花唇も感じさせてほしい――そんなふしだらな願望を秘めて、日菜子は今にも消え入りそうな声で呼びかける。

　玲司にはその声音と表情だけで、彼女の言わんとしていることがわかったらしい。

「自分から淫らにねだるとは、なかなか大胆だな。そんなお前もかわいくて、ますますそそられてしまう」

　彼は胸の谷間に口づけを落としたのち、日菜子の足を大きく開かせて秘部をあらわにさせる。

「あ……」

　玲司の眼前に晒された途端、すでに濡れそぼった花唇はヒクヒクと蠢いた。まるで愛する男に見られて歓喜しているかのようだ。

　しかしながら日菜子は、今までにないほどの強い羞恥心に襲われ、そのまま卒倒してしまいそうだった。

「日菜子はここも綺麗だな」

「そんな……やめて下さい……。こんな恥ずかしい所……綺麗なんかじゃありません……」

　性器を凝視される恥ずかしさから、日菜子は足を閉じようとする。しかし、玲司がそれを許さなかった。

「謙遜するな。愛蜜にまみれているところなんかは、朝露に濡れた花そのものだ」

　玲司は感極まった様子で賛美したのち、恥裂をそっとなぞりあげる。

「あぁ――ッ！」

　快感が電流のように駆け巡り、日菜子は一際甲高い嬌声を上げた。それと同時に淫蜜がどっと溢れ出す。

「この濡れ具合から察するに、俺の愛撫を相当待ち侘びていたようだな。これはかわいがり甲斐がある」

　玲司は嗜虐的な笑みを浮かべると、蜜口に長い指を入れてゆっくりと動かした。

「ひゃぁ……あぁんっ！」

　下肢のみならず全身が淫らに疼き、理性までもが快楽に支配されそうになる。

　指を抽送されるだけでも気持ちよく、日菜子の意思に関係なく花唇が歓喜に震えるのだった。

「ほんの少し指を動かしただけで、これほどまでの反応を見せてくれるとはな」

　快感に喘ぐ日菜子の様子に、玲司は至極満足そうである。

「それじゃあ、こういう動きはどうだ？」

　続いて彼は、抽送に似た動きで入り口付近を撹拌してくる。

　自身の中で指がいやらしく蠢く感覚に、淫靡な情欲が増して全身がざわついた。

「あ……あぁ……ッ！」

　媚肉の浅い部分をまさぐられているだけなのに、まるで最奥まで揺さぶられているようである。

　今でさえ、下肢全体がこんなにも疼いている状態なのに、玲司の猛々しい巨根で貫かれたらどうなってしまうのだろうか。

　想像した瞬間、子宮の奥が太いものを欲するように更に熱く疼く。

　はしたない妄想をしたことにより、感度が一気に高まったようである。

　それを察知したかのように、玲司の指の抽送は速度を増していった。

「あぁ、いや……！　玲司さん……駄目ッ……！」

「何が駄目なんだ？　俺にこうされるのを望んでいたんだろう？」

　玲司は日菜子にわざと聞かせるように、クチュクチュと音を立てて中を掻き乱す。

　卑猥な水音がやけに耳につき、羞恥心が増していくばかりだ。

「や……あ、あぁ……」

「こんなに濡らしておきながら嫌だと言うのか？　日菜子は嘘が下手だな」

　玲司は意地悪くささやきながら、指を二本に増やして中をまさぐり続ける。

「はぁ……あぁっ……ん……！」

　日菜子の体が仰け反るのと同時に、大きく開かれた足がガクガクと揺れた。

　続いて雌唇も戦慄くように震えて、新たな官能の滴りを吹き出すのだった。

「いやらしい蜜をこんなに溢れさせるとは、今のがそんなに気持ち良かったか？」

　指の挿入を繰り返しながら、玲司は丸く膨らんだ陰核にそっと触れた。

「はぁぁぁん！」

　体を洗う時は少しくすぐったい程度だったのに、愉悦を与えられているせいかひどく感じてしまう。

　日菜子が喜悦に満ちた声音で喘ぐのが、よほど嬉しかったのだろう。玲司の指戯は止むことなく続いては、淫芽をじっくりと刺激していく。

「あっ！　や……ぁ……。は、あぁ……ッ！」

　可憐な尖りを何度もくすぐられ、日菜子は甘い悲鳴を上げて身震いする。

　灼けるような快感が雌芯に生じ、下肢が一気に熱く火照っていった。

「こうして弄ってやると、嬉しそうに脈動している。俺に会えなかった間、毎晩自分で慰めていたのか？」

　指の腹で肉芽をグリグリと捏ね回しながら、玲司は意地悪く問いかけてくる。

「そ、そんなこと……してません！」

「してもいないのにここまで感じるというのか」

　必死になって否定する日菜子を見て、彼は更に嗜虐心を掻き立てられたようで、鋭敏な突起を執拗になぶっていく。

「ひっ！　や……あぁぁッ！」

　今までで一番激しい快感に襲われ、日菜子は幾度となく腰を痙攣させる。

　淫芽は更に膨らみを増して充血しており、花唇も淫らにヒクつきながら淫蜜を止め処なく溢れさせた。

「いやらしい体だ。もっと苛めてしまいたくなる」

　優しい愛撫とは裏腹に、玲司は意地悪な言葉で責めてくる。

　甘い顔の裏に隠されたサディスティックな一面にもそそられ、無意識のうちにもっと乱されたいと願ってしまう。

「はぁ……あぁぁんッ！」

　リズミカルな撹拌に何度も絶頂へと導かれ、そのたびに日菜子は下肢を震わせて歓喜の声を上げるのだった。

　その後も玲司の淫靡かつ巧妙な指戯は続き、更にもう一本追加して蜜腔を拡げてくる。

「あァァァ……ン……！　玲司さん……！　そんなにたくさん……入れられたら、中……壊れちゃう……！」

　三本の指を締めつけながら、日菜子は喘ぎ混じりの嗚咽を上げて涙を流す。

「大丈夫だ、この程度で壊れたりしない」

　玲司はなだめるように告げると、淫芽も愛でるように撫で回していく。

　するとまた、下肢の中心から微弱電流のような痺れが生じる。

「あ……んッ！　そこ……そんなに、弄らないで……！」

　日菜子はいやいやと頭を振るが、彼女の声音には喜悦の色が混じっている。その証拠に淫核がヒクヒクと震えていた。

「日菜子の体は正直だ。こうしてかわいがってやるたびに、いやらしい蜜が次から次へと溢れてくる」

「ふ……あぁ……！」

　こうして肉芽を優しく転がされるだけで、下肢の疼きが増して太腿の痙攣が止まらなくなる。

　指戯を繰り返している間、玲司は花蜜にまみれた秘処をじっと見つめていた。

　それも相まってか、日菜子の中でいやらしい気分がどんどん増していき、快感も更に高まっていくのがわかった。

「ずっと触り続けていると、こんなにも勃起するとは。まるで小さなペニスといったところだな」

「いやらしいこと……言わないで下さい……！」

　淫猥な言葉を告げられ、恥ずかしくていたたまれない気持ちになる。

　今にも泣き出しそうな日菜子を見て、玲司は一段とそそられたらしい。双眸を獰猛にぎらつかせて、鋭敏な部分を苛烈になぶってくるのだった。

「あ、あ……ン！　あァァ……ッ！」

　陰核だけでなく蜜腔も擦り上げられ、日菜子は愉悦のあまり絶え間なく身悶えてしまう。

　官能の滴りにまみれた花唇は、すっかり蕩けきって熟れていたが、玲司の指の動きは止まらない。

「あ、は……あぁ……。熱い……もう……イク……」

　日菜子は艶めいた声音で淫らなことを口走ってしまう。

「もう少し待て。初めてだから、しっかりほぐしてやらないと」

　急かす日菜子を優しくたしなめると、玲司は三本の指で器用に隘路を撹拌していく。

「ん……あ、ぁ……ん……」

　焦らすような動きにもどかしさを覚えつつも、こうして中をまさぐられるほど劣情を掻き立てられ、もっと気持ちよくしてほしいと願ってしまいそうになる。

「……お前に恋をした時からずっと、こうして愛でてやりたかった」

　日菜子の感じる部分をなぶりながら、玲司は優しい声色で唐突に告げてくる。

　彼のその言葉を聞いた瞬間、子宮の奥がキュンと甘切なく疼き、胸の高鳴りもいっそう増していった。

「わ、私も……玲司さんに、こうしてもらいたいって……ずっと……思ってました……」

　日菜子は上擦った声で言葉を返す。

　憚りのないことを口にするのは恥ずかしかったが、抱かれている時だからこそこうして想いを伝えられたのだ。

　日菜子の言葉で更に情欲に火がついたのか、玲司の瞳に宿る獰猛な光が鋭さを増した。

「お互い六年間、待った甲斐があったな」

「はぁ……あぁッ……」

　玲司の劣情を具現化したような激しい愛撫に、性器全体が快感に喘ぐようにわなわなと震える。

「あ、あぁ……いい……！　も……すごく……いい……の……」

　押し寄せてくる快楽の波に溺れ、日菜子はすっかり呂律が回らなくなっていた。

　花蜜を淫らに溢れさせながら、艶めいた表情で喘ぐ日菜子を見て、玲司は満足げに微笑む。

　彼の笑顔は普段からとても魅力的だが、情交時に見ると男の色気がますます醸し出ているようだった。

「かわいいお前が、すっかり色気に溢れた大人の女になったな。そんなお前の姿を目の当たりにしたら、イカせてやりたくなったよ」

　玲司は挿入していた指を軽く突き立て、雌核をクリクリと素早く転がしていった。

「あぁ……！」

　日菜子は艶めかしく腰をくねらせて甘切なく喘いだ。

　姫洞と淫芽を容赦なく責め苛まれ、全身を激しく揺さぶられるようなうねりが押し寄せてくる。

　羞恥心などすでに完全に消え去っていた。

　すっかり快楽に溺れていた日菜子は、上下に弾む乳房や蜜を滴らせた花唇を隠そうともせず、恍惚とした面持ちで体を震わせるのだった。

　彼女のそんなあられもない痴態に、玲司はすっかり魅了されたらしく感極まったようにため息をつく。

「淫らに喘ぐお前も最高だ……」

「は……ぁん……」

　陶然とした声色でささやかれ、背筋がゾクゾクと震え上がる。

　今の日菜子にとって、艶を帯びた玲司の声は媚薬そのもので、こうして耳にするだけで酔ってしまうほどである。

「お前のかわいい花芯がまた膨らんだが、俺の声を聴いただけで感じたのか？」

「あっ……ああん……！」

　可憐な尖りをいやらしく擦られ、気持ちよさのあまり腰の痙攣が止まらなくなる。

　すると玲司はその端整な顔立ちに、わずかに微笑を浮かべた。

「お前の体がこんなにも、素直な反応を見せてくれるのが嬉しくてたまらない」

　彼は優しくそう告げたのち、隘路に挿入したままの指を激しく律動させた。

　淫芽に加えて蜜洞までなぶられ、堰を切ったように快感が突き上げてくる。

「やッ……あぁぁ……ン！」

　この短時間でたっぷり快感を覚え込まされた日菜子は、体を弓なりに反らせて瞬く間に達してしまう。

　花蜜を噴き出した後も、膣口や肉芽は依然として脈動していた。

　絶頂が過ぎ去り官能の余韻に浸っていると、何の前触れもなく玲司に手首を掴まれた。そしてそのまま手に熱く硬いものを握らされる。

「きゃっ！」

　それが彼のいきり勃った雄肉だと気付き、日菜子の羞恥心は一気に上昇していった。

（こんなに熱くて硬いなんて……！）

　自分が男性器に触れているという状況に、動揺のあまり頭の中が真っ白になりそうだったが、それ以上に硬起したものの脈打つ感触に驚いてしまう。

　狼狽する日菜子を見て、玲司は声を立てて笑い出した。

「笑わないで下さい。こっちは恥ずかしくて仕方がないんですから……」

　日菜子は涙目で睨みながら非難する。

「お前の反応があまりにもかわいいから、ついからかいたくなってしまったんだ」

「もう、ひどいです」

　頬を膨らませる日菜子をなだめるように、玲司は額にそっと口づけする。

「だが、いつまでも離さないところを見ると、満更でもないようだな」

「そ、それは――玲司さんが無理矢理……触らせるから……！」

　玲司に再度からかわれ、日菜子はすぐさま手を引っ込めた。

　ひとしきり笑ったのち、彼は唐突に真摯な眼差しを向けてくる。

「日菜子、お前を危険に巻き込みたくなかったとはいえ、冷たく突き放してしまって本当にすまない。そのせいで傷つけてしまったのではとずっと気にかけていたんだが、大丈夫だったか？」

「確かに玲司さんが去って行った時は、すごく悲しくて一日中泣きました。でも、今こうして愛を確かめ合うことができたので、それだけで充分です」

　日菜子は玲司の頬を両手で包み込むと、慈しむような優しい微笑みを見せた。

「ありがとう、日菜子。もう二度と、お前の元を離れないと約束しよう」

「玲司さん……」

　彼の言葉の端々から日菜子への強い想いが伝わってきて、堰を切ったように嬉し涙が溢れてくる。

「泣くなよ」

　玲司はあやすような手つきで日菜子の頭を撫でてやる。

　それから己の剛直にコンドームを装着し、濡れそぼった淫裂に押し当てた。

「あん……」

　日菜子はあえかな声を上げて小さく身震いする。

　全身がざわざわと粟立っていくと同時に、蜜口も玲司の猛りが当たって歓喜するように脈打っている。

　男根もさっき日菜子が触れた時に比べて、一段と熱くなっているように感じられた。

　いよいよこの体は、乙女から大人の女へと変わるのだ。緊張のあまり胸の鼓動が早鐘を打っている。

「怖がらなくていい。できるだけ痛くならないように挿入れてやるから」

「はい……」

　玲司に優しく声をかけられただけで、日菜子の中に生じた不安は瞬く間に消えていく。あれほどまでに強張っていた体も、いつの間にかすっかり和らいでいた。

「それじゃあ、行くぞ」

「はい、玲司さん」

　日菜子がうなずくのを確認したのち、玲司は隘路への侵入を開始した。

「ン……あぁッ――！」

　巨いなるものが自身の中に入ってくる衝撃に、日菜子はたまらず悲鳴に近い声を上げる。

　玲司がじっくりほぐしてくれたとはいえ、初めて雄肉を受け入れるのは一筋縄ではいかないようだ。

「痛いか？」

「いえ、大丈夫です……」

「本当に辛かったら我慢せずに言えよ？」

　挿入を続けながら、玲司はどこまでも優しくいたわってくれる。

　そんな彼の心遣いが、日菜子は何よりも嬉しかった。

　しかし次の瞬間、鋭い痛みが下腹部に奔る。

「ん……うぅ……！」

　まるで下肢全体を圧迫されているような感覚だ。

　このまま引き裂かれるのではという恐怖から、体が強張り与えられていた快感が薄れていってしまう。

　苦悶の表情を浮かべる日菜子を見て、玲司は一旦挿入を中止する。

「駄目……玲司さん……。やめないで……」

「いいのか？　とても大丈夫そうには思えないが」

「お願い、どうか……このまま――」

　息もすっかり絶え絶えになり、それ以上の言葉は続かなかった。

「わかった、お前がそこまで言うなら続ける。だが、絶対に無理するなよ。お前が痛がる姿を見るのは辛いからな」

「はい……」

　不安げに返事をする日菜子に口づけしたのち、玲司は再び自らの半身を押し進めた。

「いい子だ」

　日菜子の身を案じるように、彼は優しくささやきながら頭を撫でてくる。

「う……ぅん……！」

　ゆっくり押し進めてくれているおかげか、痛みは幾分か軽減した気がする。

　それでもやはり、無理矢理拡げられていることに変わりはなく、狭い膣壁は獰猛ないきり勃ちの侵入を拒もうとする。

「まだ痛いか？」

「いえ、大丈夫……です……」

　痛みはないが下肢への圧迫感が強い。

　玲司にもその感覚が伝わっているようで、心の底から申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

「すまない。痛いのは最初だけだから、どうかもう少しだけ耐えてくれ」

　玲司はいたわるように声をかけると、日菜子の様子を窺いながら挿入を続けていく。

　その間、彼女の苦痛を少しでも和らげようと、そっと愛撫したりキスしたりを繰り返した。

（玲司さん、私のことを本当に大事に思ってくれているのね……）

　改めて玲司の優しさに触れた日菜子は、彼の背中に腕を回して静かに涙を流す。

　どのぐらい経った頃だろうか。長かったような気がするし、短かったような気もする。

「よく耐えたな。いい子だ」

　玲司は日菜子の眦にたまった涙を指先で拭い、次々と口づけを落としていく。

　それから彼はしばしの間、日菜子を抱きしめたまま身じろぎ一つせずにいた。

「お前の中はすごく気持ちいいな。このままずっと、こうしていたいぐらいだ……」

　本当はすぐにでも動きたいのだろうが、決して独り善がりの行動に出ず日菜子の意思を優先してくれるのだった。

　玲司の気遣いに感謝しながら、日菜子は埋め込まれている男根を感じていた。

　自身の手首ほどの太さがある巨根が、狭い膣内に入るとは思わなかったので、正直まだ信じられない気分である。

　だが、こうしてじっとしていると、淫襞の中で熱く息づいている感覚が伝わってくる。玲司の昂りが脈動している証拠だ。

（私、本当に玲司さんとつながっているのね……）

　身も心も愛する男と一つになれた喜びに、日菜子の胸の中が満たされていく。同時に下腹部の奥が、玲司の熱をもっと感じたいと言わんばかりに、静かに胎動するのだった。

　淫襞が疼く様子が伝わったのか、玲司はそっとささやきかけてくる。

「そろそろ動いてもいいか？」

「はい……」

　玲司に知られていたのが少し恥ずかしく、日菜子は頬を赤らめて小さくうなずいた。

　だが、彼の目には日菜子が無理をしていると映ったようで、再度彼女の意思を確認するのだった。

「まだ緊張しているのか？　それならもう少しこのままでいるが、どうする？」

「いえ、私ならもう大丈夫です」

　日菜子は気丈に振舞ってそう答える。

　心配そうな面持ちを浮かべていた玲司だったが、やがて意を決してゆるゆると腰を動かして抽送を開始した。

「あ、あ、あぁ……！」

　猛々しい巨根に貫かれる快感に悶え、日菜子は上半身をくねらせた。

　子宮口が切なく疼き、肉洞もビクビクと震えては肉茎を絞めつける。

（優しく擦られている筈なのに、こんなにもすごいなんて……）

　痛みはほとんどなかったが、柔らかい媚肉を抉られる感覚は思ったより激しい。まるで全身が巨いなるものに支配されていくようである。

　未知の感覚に対する恐怖は微塵もなく、むしろもっと掻き乱されたいという欲望が、日菜子の中で増すばかりだ。

　抽送を続けるうちに快感が高まってきたようで、玲司の息遣いも徐々に荒くなっていく。

「すごい締めつけようだな。そんなに俺に飢えていたのか？」

　彼はなぶるような動きで先端を擦りつけてくる。

　次の瞬間、灼けるような熱が蜜腔に広がっていき、日菜子は腰を震わせながら甘い吐息を漏らす。

「は、あぁ……ん……！」

　硬い切っ先で何度も最奥を突かれるのが、この上なく気持ちよくてたまらない。

　その衝撃が甘い愉悦となって全身を駆け抜け、下肢の中心が更に熱く疼いていった。

「あぁ、何て熱さだ……。俺まで蕩けてしまいそうだ」

　日菜子の淫溝を蹂躙しながら、玲司は快楽に満ちた表情でつぶやく。

　彼のその言葉を裏付けるように、雄茎は先程よりも質量を増していた。

（玲司さんも、私と一つになれたことで……こんなにも感じてくれているのね……！）

　悦びと感動が同時に押し寄せてきて、それだけで胸の中が甘い充足感で満たされていく。

　すでに余裕をなくしつつあるのだろう、玲司は端整な顔立ちを悩ましげに歪ませていた。

　また、オールバックの髪も少し乱れており、それがよりいっそう彼の色気を醸し出している。

　その煽情的な姿に見惚れていると、玲司は魅惑的な微笑を向けてくる。

「お前の初めてを手に入れた男が俺で……本当に良かった……」

　上擦った声音でささやかれた瞬間、胸の高鳴りが増すと共に体も熱く火照っていく。

「わ、私も……玲司さんに……初めてを捧げることができて……嬉しいです……」

　日菜子も胸に抱く想いを素直に告げると、たくましい背中にそっと腕を回す。

　愛しい人のぬくもりと鼓動、そして膣洞に埋め込まれた雄茎の感覚が、しっかり伝わってくる。

「かわいい顔して、煽るようなことを言うとは――」

　玲司の声のトーンが低くなったかと思うと、穿つような勢いで男根を突き動かしてきた。

「あ、あぁぁ……！」

　全身を突き抜けるような快楽がせり上がってくる。

　猛々しい律動に身悶え、日菜子は甘い響きのある嗚咽を漏らす。そのたびにたわわな膨らみも、ぷるんぷるんと上下に揺れた。

「一体、どれだけ俺を煽れば気が済むんだ？」

　玲司は苦笑交じりつぶやいたのち、再び乳首を摘んで捏ね回すように優しく引っ張っていく。

「や、あぁ……ッ！」

　指先で淫らな刺激を与えられ、先端に甘い疼きが生じる。

　やがてその疼きは下腹部にも伝わり、熟れた媚肉はますます悦びに震えた。

　絶え間なくもたらされる快感に意識が飛びそうになるも、玲司の口づけと指戯により辛うじて留まる。

「ん……ん……」

「イクにはまだ早いぜ」

　玲司は短く告げたのち、腰を引いて肉棒を入り口付近まで後退させる。そしてすぐに内部に突き入れては、膣壁をグチュグチュと掻き乱していった。

「ひ――あ、あぁ……ん！」

　獰猛さを増した抽送を繰り返され、子宮全体に衝撃が奔る。

「あ、あぁ……あっ！」

　日菜子は体を揺さぶりながら、切なげな表情で快楽に喘ぐ。

　丸く太い先端で何度も擦られ、媚肉は淫靡な熱を帯びてすっかり蕩けている。

　膣口も小刻みに引き攣っており、咥え込んだ男根に微かな刺激を与えていた。

「あぁ、日菜子……。お前のこの体だけでなく、感じている表情も声も……全てが愛おしくてたまらない……」

　切羽詰まったような玲司の低い声音が、日菜子の耳に心地良く響く。

　いきり立った肉茎は、先程よりも硬く漲っている。

　今にも達してしまいそうな勢いだったが、じっくり時間をかけて日菜子を愛そうとしてくれているのか、玲司は己の欲望に従う様子を見せない。

　情交時にも見せてくれるその優しさが嬉しくて、日菜子は自らそっと唇を重ねた。

　すると玲司は驚いた様子で息を呑み、口づけを拒むように顔を背けてしまう。

「ごめんなさい、いきなりキスしてしまって……。もしかして、嫌でしたか？」

「好きな女にキスされて、嫌な筈がないだろう。ただ、予想していなかったから驚いただけだ」

　嫌がられたのではないとわかり、日菜子は心の底から安堵する。

「それじゃあ、もう一度――」

　彼女は再び唇を近づけようとするが、今度は「待ってくれ」と遮られてしまう。

「どうしてですか？」

「ただでさえ危ういというのに、またキスされたら理性を保てる自信がなくなる」

「さっきも言いましたが、玲司さんになら何をされても怖くありません」

「全く……大人しい娘かと思えば、そういう大胆なことを平気で言ってのけるとは。だが、お前のそんなところも愛しくてたまらない……」

　日菜子の想いに応えるべく、玲司は愛を込めてそっと唇を重ねてくる。

「ん……ふ……ぅ……」

　体をつなげたまま交わす口づけも、この上なく甘美で魅力的なものであった。

　――なんて幸せな瞬間なのだろうか。

　日菜子は心身共に、甘い幸福感で満たされていくのを感じていた。

　蕩けるようなその口づけで、完全に余裕をなくしたらしい。

　玲司の律動は忙しなくなり、埋め込まれた巨根もひときわ大きく怒張する。

「あ、あぁ……あッ！」

　最奥を獰猛に穿たれ、蹂躙される快感に日菜子は幾度となく身悶えた。

　甘美な陶酔のうねりが全身を駆け抜ける。淫肉がキュウキュウと収縮し、雄茎をより強く締めつけていく。

　それが刺激となったようで、玲司は艶めいた声音で呻いた。

「もう少しお前を堪能していたいところだが、今夜はここまでにしておこう。それに、俺もそろそろ限界だ……」

　硬い先端を一際強く最奥に叩きつけた直後、男根は大きく脈動を開始した。

「あぁぁ……！」

　絶頂に達した日菜子は甘切ない声を上げて、ガクンガクンと体を大きく揺らす。

　愛する男と共に快楽を味わえた喜びに、性器全体が熱く疼いている。

　――これが……性の快感……。そして官能の悦び……。

　官能の余韻に浸っていると、男根がそっと引き抜かれていく。続いて、膣洞にたまっていた花蜜がどろりと流れ出た。

「すまなかったな、最後まで優しく抱いてやれなくて。痛かっただろう？」

　日菜子の髪を撫でながら、玲司は気遣わしげに問いかける。

「いえ、玲司さんが時間をかけてほぐしてくれたので、少しも痛くありませんでした」

　痛みを感じたのは最初だけだったが、処女を失ったばかりの身には少しきつかった。

　しかし、身も心も玲司と一つになれた悦びから、日菜子は満面の笑顔でそう答えてみせる。

「やはりお前の笑顔はいつ見てもかわいいな。だが、俺に抱かれて感じ入っている表情も色気があってたまらなかったけどな」

「もう、からかわないで下さい！　聞いているこっちが恥ずかしくなるじゃないですか！」

　日菜子は赤面して玲司の胸板を軽く叩くが、当然ながら女の力ではびくともしない。

　それに対して玲司は、余裕綽々といった様子で構えている。

「日菜子は本当にかわいくてたまらない」

　まるで子猫を愛でるような手つきで、彼は日菜子の頬や喉元をくすぐってきた。

「そうやってかわいいと褒めれば、いつでも機嫌が直るなんて思わないで下さい」

「そう怒るなよ、俺はお前と喧嘩したいわけじゃないんだ。ほら、これで機嫌を直してくれるか？」

　そう言うと玲司は何度も深く口づけてくる。

「う……ぅ……ん、んん……」

　子供扱いしてくるかと思えば、こうして大人の口づけで日菜子を魅了してくる。

　まるで玲司の手玉に取られているような気分だが、不快感はなくむしろ楽しいとさえ感じていた。

　ただ、言えばきっとからかわれるだろうから、敢えて黙っておくことにする。

　不意に、玲司は日菜子をまっすぐ見据えて手をそっと握った。

「日菜子、このまま俺と一緒に暮らさないか？」

「え？」

　突然の申し出に、日菜子は驚いて目を丸くする。

「すまない、早急過ぎたな。もちろん今すぐ決めろとは言わないが、考えてみてくれないだろうか？　お前をそばで守ってやりたいんだ」

「もう答えは決まっています。私、玲司さんと暮らします」

　――せっかく再会できて、こうして体も心も一つに重ね合わせたのだ。だからこのままずっと彼のそばにいたい。

　それに、今度はずっと一緒に暮らせるのだ。これほど喜ばしいことはない。

　だから日菜子は迷うことなく返答した。

　よもやあっさり受け入れてもらえるとは思わなかったのだろう。今度は玲司が驚きをあらわにする番だった。

「本当にいいのか？　一度、家族にも話したほうがいいんじゃないか？」

「いいんです。自分のことは自分で決めます。六年前、玲司さんを匿ったのも私が決めたことですから」

　日菜子の両親は共に健在だが、実家を出てからすっかり疎遠になっている。そのため玲司のことはもちろん、六年前に彼を部屋に泊まらせてあげたことも一切話していない。

　両親の反応を想像しただけで憂鬱になり、つい先延ばしにしてしまったのだ。

（でも、さすがにずっと黙っているのはまずいから、しばらく経って落ち着いてからちゃんと話そう）

　日菜子の表情が曇ったのを見て、玲司は強く抱きしめてくる。

「今はどうしても話したくないんだな？」

「はい、きっと反対されると思うので……。でも、落ち着いたら必ず会いに行くつもりです」

「そうか。では、その時は俺も一緒に行く。何があっても、俺だけはお前の味方だ」

「ありがとうございます」

　一人では不安だが、玲司がいてくれるのなら心強い。

　優しいぬくもりに包まれ、日菜子は幸せそうに微笑む。

「そうだ。もう一つ頼みを聞いてくれるか？」

「はい、何でもどうぞ」

「またオムライスを作ってくれないか？　お前の料理の中であれが一番美味かったから、ずっと食べたいと思っていたんだ」

　玲司らしかぬ微笑ましいお願いに、日菜子は思わず笑ってしまう。

「何が可笑しい？」

　案の定、玲司はムッとした様子で訊き返してくる。

　大人の彼が、そうやって拗ねるところを見せるのが何だかかわいくて、ますます笑いが止まらなかった。

「ごめんなさい、玲司さんのお願いがあまりにもかわいかったので、つい……」

　日菜子は涙が出るほど笑いながらも、玲司から自身の手料理を食べたいと言われて歓喜していた。

「オムライスだけでなく他にもいろんな料理を振舞いますから、食べたいものがあれば何でも言って下さい」

　自慢ではないがこの六年間、日菜子は外見だけでなく料理の腕も頑張って磨いたのだ。それも全て玲司のためだけである。

「ありがとう、楽しみにしている」

　玲司は嬉々とした表情で、愛しげに何度も口づけてくる。

　もちろん大変なこともあるだろうけど、それ以上に楽しく幸せな日々が待っているに違いない。

　日菜子は玲司の胸に頭を預けると、自分達の新たなる未来に心を躍らせるのだった。







第二章　〜燃え盛る嫉妬の炎と独占欲〜








　同棲生活を始めた日菜子と玲司は、会えなかった数年間の空白を埋めるように、日増しに愛を深めていった。

　休日にはショッピングに出かけたり家で映画を観たり、一緒に料理をしたりと楽しい時間を過ごし、夜になれば淫靡な指戯と灼熱の楔で身も心も蕩けさせられるのだった。

　だが、そんな甘く幸せな生活を送る中で、日菜子には困ったことが二つあった。

　一つは、職場まで玲司に送り迎えしてもらっていることだ。しかも毎日である。

　どうも彼は、先日の宮川の件でかなり警戒しているらしい。

　あの一部始終を見ていた誰かが報告したのだろう。後日、宮川は上司にこっぴどく叱られて地方へ左遷となった。

　だからもう何も心配いらないし、通い慣れている道だから大丈夫だと伝えても、他の男を寄せ付けないためだと言って譲らないのだ。

　優しくしてくれるのは嬉しいが、ここまで過保護なのはさすがにどうかと思う。

　玲司だって仕事で忙しいだろうに、当人はただ一言「俺のことはいい」と告げるばかりである。

　そうやって毎日、送迎してもらっている社員は日菜子ぐらいなので、玲司の存在は瞬く間に職場の人達に知れ渡ってしまった。

　そのせいで昼休みには恋愛話に興味津々な女性社員から、いつからあんな素敵な人と付き合っていたのかとかもうプロポーズされたのかなどと、根掘り葉掘り訊かれる羽目になっている。

　また、玲司は若い男性社員にわざと見せつけるように、会社の前で日菜子を抱き寄せたりキスしたりするので恥ずかしいことこの上ない。

　もう一つの困ったことは、毎週金曜日になると渡される、玲司からの『お土産』である。

　一週間頑張って働いたご褒美にと、ケーキを始めチョコレートやプリンなどの甘いお菓子を買ってくるのだ。

　糖質の摂り過ぎになるからそんなにいらないと言いつつも、元々甘いものが好きなので誘惑に抗えなかった。

　そんな感じで毎週お菓子を食べているものだから、体重が少しばかり増えてしまった。

　当初は文句の一つでも言うつもりだったが、お菓子が美味しいものだから何も言えず仕舞いになっている。

　何より日菜子自身がすでに、玲司に甘やかされる毎日を受け入れ始めていたのだ。

（もしかしたらこれが、私が心に思い描いていた夢だったのかも）

　思えば地元に住んでいた頃は、こんな日々を過ごした記憶がほとんどない。

　父は仕事一筋で家庭を顧みず、休日も会社の人との付き合いで家にいないことが多かった。それでいて、日菜子の行動にあれこれ文句をつけてくるのだ。

　母も母で、「全てあなたを思ってのことよ」と言っては、自身の価値観を押し付けてくる人だった。

　そんな両親とは違い、玲司は日菜子と共に過ごす時間を大切にし、常に意思を尊重してくれる。

　だからこそ日菜子は、過去の経歴に関係なく彼に惹かれたのだ。

（これで過保護でなければ、文句なしに完璧なんだけど……）

　だが、それも玲司なりの愛情表現なのだろうと、最近では諦めるようになっていた。

　その日の夜も、風呂上がりにデザートのアイスクリームを食べたのち、いつものように情交に耽っていた。

　玲司はアイスと共に、オレンジジュースとウォッカを混ぜ合わせたカクテルを飲んでいた。その影響もあってか、口づけや愛撫がいつもより熱を帯びているように感じられる。

　それだけに留まらず、一度達した後もまだ日菜子を求めてくるのだった。

「明日は出かけるんだから、そろそろ寝ないと……」

「別に無理して明日行く必要もないだろう。俺はもっとお前を味わいたいんだ……」

　完全に酔いが回っているようで、玲司は豊満な胸の谷間に顔を埋めて乳暈を弄る。

　そうやって日菜子に甘える姿は子供みたいで、マフィアの幹部だった人物とは到底思えない。

「あッ……あぁん……。玲司……さん、駄目……」

　指先で擦られる乳首からは快感が生じ、それに反応して下肢が熱く疼いてしまう。

「駄目と言っている割には、ずいぶん嬉しそうじゃないか」

　玲司は弄うような動きで、亀頭を最奥に擦り付けていく。

　するとまた、全身が妖しくざわめいて淫襞が疼いた。

「あ、あ、あぁ……」

　日菜子の思考は官能に呑み込まれ、欲望の猛りを埋め込んだ媚肉が歓喜にうねる。

　玲司の熱情に絆された日菜子は、再び全身に愛を刻まれることとなった。







　明け方、いつもより少し早く目覚めた玲司は、隣で眠る日菜子に目を向けた。

　無防備なその寝顔はとても愛らしく、眺めているだけで自然と笑みがこぼれる。

　すやすやと気持ち良さそうに寝息を立てる日菜子の髪を、玲司は何度も優しく撫でてやる。

　マフィアの幹部だった頃、冷酷な男として敵味方から恐れられていた彼が、生まれて初めて心の底から愛しいと感じた女性。日菜子のためなら全てを捨てる覚悟もできている。

　初対面時に抱いた第一印象は、大人しくてかわいらしい女の子だった。

　だが、可憐な見た目とは裏腹に日菜子は芯がとても強く、自分の意思をしっかり持っていた。

　そんな日菜子に玲司は強く心惹かれ、彼女の元を去った後もずっと想い続けてきた。

　そうして所属していた組織を抜け、裏社会とは完全に縁を切ったのである。

　無論、最初は誰からも同意を得られなかった。今もまだ、納得していない者も少なからずいる筈だ。

　そのことを裏付けるように、車や部屋から盗聴器が見つかった。

　仕掛けたのは間違いなく、玲司を裏切り者と見なした組織の人間だろう。獲物を狙う肉食獣のように、どこかで報復の機会を窺っているのは明らかだ。

（俺の命を狙っているのはやはりあいつだろうか……）

　玲司の脳裏に、一人の男の顔が思い浮かぶ。

　その男は玲司を心から慕っており、組織から抜けるのを最後まで引き留めてきた。

　一応、言葉できちんと説得したつもりではいるが、それでも組織や自分を見捨てたと一方的に恨みを募らせていてもおかしくない。

　他にも、玲司と折り合いの悪い構成員はいたが、そんな理由で追ってくることはないだろう。

　だが、何よりも気がかりなのは、どんな手口で報復を仕掛けてくるかだ。

　自分だけに矛先が向くならまだいいが、日菜子が標的にされるかもしれない。むしろ彼女を狙ってくる可能性が高い。

　それだけは何としてでも絶対に避けたいところである。

　だから玲司は日菜子の身を案じて、毎日職場まで送り迎えしているのだった。

　ただ、彼女に不安を与えたくなかったので、理由については他の男を寄せ付けないためだと言ってある。

　――それもあながち嘘ではないが。

　玲司はかつての仲間だけでなく、日菜子にしつこく迫っていた宮川という男にも警戒していた。

　日菜子の話によれば、奴はあの一件で地方に左遷されたらしい。

　しかし玲司は、その話を聞かされても安心できなかった。

　正論を言われて逆上するような男だ、逆恨みして日菜子に危害を加える可能性も充分にあり得る。

　日菜子に言えば大げさだと笑われるかもしれないが、ああいう類の人間は用心するに越したことはない。

（日菜子、お前だけは何があっても守る。そして、絶対に幸せにする）

　この世界で誰よりも美しく愛しい恋人――相手が何者であろうと、彼女を脅かす存在は全て排除すると固く決意した。







　当初の予定通り、日菜子と玲司はデートへ繰り出した。

　行き先は駅前のショッピングモールである。

　この日の日菜子は、いつも以上におしゃれに気合を入れていた。

　服装は花柄のフェミニンなワンピースに、明るいピンクのボレロ。靴とバッグはリボンのついたもので統一し、髪はハーフアップにして上品な感じにまとめてみた。

　化粧もいつも以上に念入りに施し、仕上げにお気に入りのホットピンクのルージュを塗る。

　愛らしく決めた日菜子を見た玲司は、すっかり心を奪われてしまったようで開口一番、「今日のお前は一段と綺麗だ」と賛美したのだった。

　頑張っておしゃれに力を入れた甲斐があったと、日菜子は誇らしげに胸を張る。

　玲司の装いはというと、上質な黒のレザージャケットにスキニージーンズとかっこよく決めており、さながら男性ファッション誌のモデルのようである。

　本物のモデルに勝るとも劣らない美丈夫が歩いているものだから、当然ながらモールではすっかり注目の的になっていた。

（何だか、有名人になった気分……）

　目立つのはあまり好きではない日菜子だが、大人の魅力に溢れる玲司と一緒だから少しも苦にならなかった。

　むしろ、自分の最愛の人はこんなにもかっこよくて素敵なのだと、周囲に知らしめたいぐらいである。

「やはり失敗だったか……」

　不意に、隣を歩く玲司が不満げな様子でひとりごちた。

「え？」

　――一体、何が失敗だったというのだろうか？

　日菜子が首を傾げていると、玲司は唐突に彼女の全身をじっと見つめてくる。

「お前がこんなにもかわいらしいから、男共が色目を使ってきやしないかと心配でならない。失せろと言ってやりたいぐらいだ」

「もう、玲司さんったら……」

　日菜子は半ば呆れた様子で苦笑する。

　だが、そんな風にやきもきする玲司も、愛しくてたまらない。

「心配しないで。私は玲司さんの元を離れたりしないから」

　少し恥ずかしかったものの、日菜子は思い切って玲司の腕に強く抱きついた。

　二人の熱愛っぷりに当てられたのか、すれ違う人の大半が気まずそうに目を逸らす。

　そんな周りの目など一切気にすることなく、モールに入っている専門店を見て回っては、服やアクセサリーや雑貨に至るまでたくさん買った。

　ちょっと日菜子が物欲しげに商品を眺めていたら、玲司が買ってやると言ってすぐレジに持っていくものだから、気付けば大量に買い込む羽目になってしまったのだ。

　だが、ずっと欲しいと思っているものは、今日も買うことができずにいる。

「かわいいなぁ……」

　かごの中で元気にさえずっている文鳥を見て、日菜子は感嘆のため息をついた。

　犬や猫のように、かごから出して触らせてもらうわけにはいかないが、こうして金網越しに見ているだけで充分癒される。

　できればこのまま家に連れて帰り、毎日こうして眺めたり手に乗せて触れ合ったりしたい。

「玲司さん、こっちに来て」

　すぐ隣に設置された雛鳥のコーナーへ移動すると、日菜子は猫を見ていた玲司に声をかけた。

「こうやって指を向けると、こっちに近づいてくるのよ」

　親鳥のくちばしだと思っているのか、文鳥の雛達は鳴きながら一斉に日菜子の指に近づいてくる。

「どう？　すごくかわいいでしょう」

　楽しそうに声を弾ませる日菜子につられて、玲司もやんわりと微笑む。

「日菜子は文鳥が好きなのか？」

「文鳥に限らず、鳥はみんな大好きよ。でも、飼うならやっぱり文鳥がいいかな」

　子供の頃からずっと、日菜子はペットを飼うことに憧れていた。

　だが、父が動物嫌いだったため、実家では一度も飼ったことがない。二人が今住んでいるマンションも、あいにくペット禁止である。

「それじゃあ近いうちに、ペットを飼えるマンションを探そうか」

「いいの？」

「前にも言っただろう、お前のためなら何だってすると」

　言葉通り、玲司は日菜子のためなら何でもしてくれる。

　だから長年の夢が叶う日が来るのも、きっとそう遠くはない筈だ。

「ありがとう、玲司さん」

　目の前の愛らしい小鳥を新しい家族として迎える日を心待ちにして、日菜子は満面に笑みを浮かべて礼を言う。

「ところで、一体いつになったら玲司と呼んでくれるんだ？」

　甘い雰囲気に水を差すように、玲司は少し拗ねたような顔で尋ねてくる。

　同棲生活を始めてすぐに、彼に指摘されて敬語で話すのはやめたが、呼び捨てにするのだけは未だに抵抗がある。

「もう、いいじゃない。とりあえず敬語はやめたんだから」

「まあ、及第点といったところだな」

　完全に納得してはいないようだったが、玲司は日菜子の頭をポンポンと軽く撫でた。

　その後、コーヒーショップに寄って飲み物を買い、屋外のベンチに座って休憩を取ることにした。

　玲司にもたれかかってくつろいでいると、向かいから歩いてきた女性がふと足を止めて声をかけてくる。

「あの、日菜子……だよね？」

　呼びかけに応じて顔を上げると、そこにいたのは大学時代の友人である朱あけ美みだった。

「朱美！　久しぶり！」

　卒業後も何度かＳＮＳでやり取りしていたが、こうして会うのは実に久しぶりである。

「本当、久しぶりね。その……すごく綺麗になっているから、ちょっとびっくりしちゃった」

　そう言いつつも朱美の視線は、日菜子の隣に座る玲司に向けられていた。

「そちらの方は、もしかして……日菜子の彼氏？」

「うん……」

　朱美の問いかけに、日菜子は赤面しながらうなずく。

「小田切玲司だ」

「初めまして、藤とう堂どう朱美です」

　お互い簡単に自己紹介をしたのち、三人で談話することになった。

　当然ながら朱美からも質問責めに遭った。

　玲司との馴れ初めはもちろんのこと、どうして黙っていたのかと問い詰められたが、日菜子はいつものように適当にごまかして切り抜けた。

　たとえ気の置けない友人でも、恋人が元マフィアの幹部だなどと言える筈がない。特に朱美の場合、現職の警察官が親戚にいるので尚更だった。

「羨ましいわ、休日にはのんびり恋人とデートだなんて。それに引き換え私は、姪っ子の誕生日プレゼントを買いに一人で……。と言っても自分のものばっかり買って、肝心のプレゼントはまだなんだけどね」

　よほど日菜子が羨ましいのか、朱美は哀愁を漂わせながら深いため息をつく。

　何か励ましの言葉をかけてやりたいところだが、却って傷つけるだけになりそうだったのでやめておいた。

「ところで、飲み会の案内が来てたけど、日菜子は行くの？」

「まだ返事は出していないけど、今回は参加しないつもり」

「そのほうがいいと思うよ。日菜子に彼氏できたなんて知ったら、真さな田だ君や松まつ本もと君がショックを受けるでしょうし」

「まさか……。さすがにもう諦めているんじゃない？」

　当時は何度か彼らに言い寄られたことがあったが、日菜子にその気がないとわかってからは一切接してこなくなった。

　それに、もう卒業してだいぶ月日も経っている。二人も今頃は、それぞれ他に好きな人ができたであろう。

「そんなのわからないわよ。気付いてなかったかもしれないけど、あの二人以外にも複数の男子があなたに好意を寄せていたんだから」

「嘘でしょう……？」

　そんな話、在学中には一度も聞いたことがない。

　にわかには信じられなかったが、かといって朱美が嘘を言っているようには見えなかった。

「じゃあ、私そろそろ行くわね。せっかくのデート中に邪魔しちゃってごめんね。どうぞごゆっくり」

　朱美はまくし立てるように告げると、ばつが悪そうに早足でその場から去って行く。

　彼女がいなくなった後、二人の間には微妙な雰囲気が流れていた。その理由は間違いなく、男子の話題が出たからだろう。

「……今日はもう帰ろうか」

　心なしか、玲司はどことなく不機嫌そうだった。

「は、はい……」

（玲司さん、何だか怖い……）

　気まずい状態のまま、予定より早くデートを切り上げて帰途についた。







　帰りの車内はもちろん、マンションのエレベーターの中でも、二人は一切言葉を交わさなかった。正確に言えば、玲司が怖くて話しかけられなかったのだ。

　だが、このまま黙ったきりでいては埒が明かない。

　部屋に戻って買ってきた物を置くなり、日菜子は恐る恐る玲司に話しかけてみる。

「あの、玲司さん……。もしかして、怒ってる……？」

「別に怒ってなどいない」

　その言葉とは裏腹に、玲司の声音には明らかに怒気が含まれていた。

　――今はそっとしておいたほうがいいかもしれない。

　日菜子が黙ってリビングを出ようとした時だった。

　何の前触れもなく玲司に抱き寄せられ、強引に唇を奪われたのである。

「ん……うぅ……！」

　その口づけにいつもの優しさは微塵も感じられない。

　完全に唇を塞がれ、上手く息ができず苦しい。また、軽く歯を立てられたせいで口の中に薄っすらと血の味が広がっていく。

　奪うような口づけから逃れようとするも、すぐにまた唇を塞がれては舌を深く入れられ、口腔内を執拗に弄られた。

　せめてもの抵抗に、日菜子はたくましい胸板を軽く押してみる。すると玲司はようやく唇を離してくれたが、その表情は相変わらず険しいままであった。

「二人の男に言い寄られていたようだが、そいつらとは本当に何もなかったのか？」

　今まで聞いたことのないような、恐ろしく冷淡な声音で問いかけてくる。

　そう――玲司は怒っているのではない。嫉妬心をあらわにしているのだ。

「私が愛しているのは、あの日からずっと玲司さんだけよ……」

　玲司以外の男性に好意の眼差しを向けられても、日菜子が彼らの想いに応えたことなど一度もない。

　それなのに、こうして愛を疑われてとても悲しかった。

「なるほど。無意識のうちに男共を魅了していたというわけか……」

　言い終えると同時に玲司は、日菜子の衣類を無理矢理脱がせていく。

「や……ッ！　玲司さん……待って！　話を聞いて！」

「大人しくしていろ」

　切実な訴えもむなしく、下着まで容赦なく剥ぎ取られて、そのままソファーに押し倒された。

「俺以外の男に、この裸を見せたことはないんだな？」

「もちろんよ……」

　玲司以外の男の前で裸になるなど、何があろうと絶対にあり得ない。

　日菜子がうなずくのを確認するなり、玲司は彼女の細い首筋に歯を立てた。

「きゃっ！」

　柔肌を甘噛みされて軽い痛みが生じ、日菜子はたまらず悲鳴を上げる。

　だが、玲司はそんなことなどお構いなしに、鎖骨や胸元にも次々と口づけの痕を刻んでいった。

「いっそ、お前に恋焦がれていた男共に見せつけてやりたい。お前が俺の女であるということを」

　玲司は胸の谷間にもキスしたのち、そのまま顔を埋めて舌を這わせていく。

「あぁ……っ」

　濡れた舌先が肌に触れた瞬間、体の芯がゾクゾクと震え上がり、日菜子の口からあられもない声が出てしまう。

（嘘……!?　どうして……？）

　こんな風にいやらしく舐められて悦がっているみたいで、恥ずかしさのあまり全身が瞬く間に熱くなっていった。

「奴らはきっと、お前と顔を合わせるたびにこの胸を見ては、いやらしい妄想に耽っていたんだろうな」

　玲司は顔を上げるなり、たわわな膨らみを鷲掴みにして強く揉みしだいた。

「あ……んんぅ……！」

　日菜子が悲鳴を上げて体を捩っても、玲司は二つの膨らみから手を離そうとしない。そればかりか、少しずつ激しくなる始末である。

　乳房を揉む手つきから、激情にも似た玲司の嫉妬心がはっきり伝わってきた。

「こうしてお前に触れていいのは俺だけだ。他の男には絶対に触れさせない……！」

　彼は唸るような声音でつぶやきながら、豊満な膨らみを揉み続けていく。

「ん……あぁ……！」

　痛いほど強く乳房を揉まれ、日菜子は苦悶の表情を浮かべて喘ぐ。

（こんなこと……嫌なのに……）

　頭ではそう思っていても、体はもっと快感が欲しいと訴えていた。

　矛盾する思考が自身の中でせめぎ合っている状況に、日菜子はどうすればいいのかわからなくなってしまう。

「玲司さん……私、あなただけを……愛しているわ……」

　こうして愛の言葉を告げたら、玲司もすぐにやめてくれるに違いない。

　だが、日菜子の思惑は呆気なく打ち砕かれてしまった。

「俺もお前を愛しているさ。だが、それとこれとは話が別だ」

　続いて二つの乳頭を摘まれ、つねるように引っ張られる。

　微かな痛みと共に快感が迸り、日菜子の意思とは関係なく全身が粟立っていく。

「あ、あぁ……ッ！　や……はぁ……ぅ……！」

　無理矢理されているにも拘わらず、何度も抱かれた体は敏感に反応してしまう。

（こんな状況でも、感じてしまうなんて……）

　――これではまるで、もっとしてほしいとねだっているようではないか。

　日菜子はふしだらな自身の体を恨めしく感じた。

「どうした？　もう何度も俺に抱かれているんだ、遠慮しないでいつものように乱れてしまえばいいだろう？」

　玲司は日菜子の反応を愉しむように、硬くなり始めた乳首をクリクリと捏ね回す。

「は……あぁ……」

　鋭敏になった体に更なる快楽が広がり、たまらなく疼いてしまうのだった。

　やめてほしいと言いたいのに、口から出るのは言葉にならない艶声ばかりである。

　こうしている間にも、乳首は更に硬く尖って濃く色づいていく。

「すっかりいやらしい形になってきたな」

「ひゃあ……ン！」

　玲司に意地悪くささやかれたのち、胸の先端がカッと熱くなって子宮の奥に官能のうねりが生じた。乳首を爪で軽く引っかかれたのだ。

「快感に身悶えている時のお前は、狂おしいほど可憐だ……」

　玲司は乳頭にチュッとキスを落とすと、そのまま乳輪ごと口に含んで強く吸い上げた。

「あ、あぁ……あぁッ！」

　憚りのない声を上げて悶絶しながら、日菜子はビクビクと体を震わせる。

　その間も、玲司によって乳首をねっとりと舐められていく。

　激しい愛撫にも快感を覚え、下肢の中心が尿意に似た疼きが生じる。

（駄目……抑えられない……）

　何度も乳首を舐られ吸われるたびに、思考が官能に呑み込まれていく。

　このまま責め続けられたら、理性を完全に失ってしまいそうで怖いのに、その一方で更なる快楽を求める自分もいた。

「こっちの乳首も、平等にかわいがってやらないとな」

　日菜子の心の内を見透かしたように、玲司はもう片方の乳首も同じように吸い立てていった。

「や……あぁ……！」

　双方の乳頭に幾度となく刺激を与えられたせいで、日菜子の体は早くも絶頂を迎えそうになる。

「こうして乳首を吸っていると、俺までひどく淫らな気分になってくる。日菜子の胸から媚薬みたいな成分でも出ているんじゃないのか？」

「何……言ってるの……。そんなわけ……ないでしょう……」

　淫魔でもあるまいし、乳房から媚薬なんて出るわけがない。

　日菜子が頬を赤らめて否定する姿が可笑しかったのか、玲司はからかいを帯びた眼差しを向けてくる。

「そうだろうか。俺にはどうも、フェロモンが詰まっているように思えるが」

　玲司は喉元で笑いながら乳房全体を揉んでいく。

「もう……からかわないで……」

　日菜子は身を捩って、どうにか玲司の愛撫から逃れようとする。

　だが、玲司が素早い動きで太腿を抱えてきたため、完全に身動きが取れなくなってしまう。

「どうして逃げる？　まだ始めたばかりだろう」

　普段と変わらない優しい口調だが、日菜子を見つめる眼差しがとても怖い。

「まさか、俺に抱かれるのが嫌になったわけじゃないよな？」

「そんなこと……ないわ……」

　日菜子は震える声で返答する。

　それを聞いた玲司は満足そうに笑うと、鼠径部や太腿にも手を這わせていく。

「は……あぁ……」

　その淫らな手つきに淫欲を掻き立てられ、日菜子は思わずいやらしいことを口走りそうになる。

「お前の可憐な花がどうなっているか楽しみだ」

　彼は愉しげに声を弾ませて、日菜子の両足を強引に開かせた。

「あぁ、いや……」

　秘処を見られるのだけは未だに慣れなかった。

　日菜子は懸命に足を閉じて拒もうとするが、いとも簡単に暴かれてしまう。

「相変わらずいやらしい濡れ具合だ。こんな風に激しく抱かれるのも好きなのか？」

　しとどに濡れた恥裂を眺めながら、玲司は軽く舌なめずりしてみせた。

　その仕草はまさに、獲物を前にした肉食獣そのものである。

　まるで自身が小動物になったような気分になり、日菜子は恐れおののいて小さく震えるばかりだった。

「そんなに恐れるな。俺は決して、お前を傷つけるような真似はしない」

　日菜子の恐怖を取り除くように、玲司は割れ目を優しくなぞり上げたのち、指を挿入して弄うように動かしていく。

「は、あぁ……う……」

　淫らな動きに喜悦するように、蜜口はいやらしく蠢いて指をきつく締めつける。

「よっぽど俺の指が欲しかったんだな。素直ないい子だ、褒美に今日もたくさんかわいがってやろう」

　更に割れ目の上端にある突起も撫でられ、全身を突き抜けるような快感が駆け抜けた。

「あっ……あぁん……」

　日菜子は上擦った声で喘ぎ、腰を何度も痙攣させる。

　秘処からは新たな淫蜜が迸り、内腿のみならず玲司の指まで濡らしていった。

「もっと欲しいか？」

　玲司は淫芽を撫で回しながら、花唇に指をもう一本追加して責め立てていく。

「ああッ！　や……駄目……！　あァン……！」

　抽送に似た動きで蜜洞をまさぐられ、日菜子は全身を激しく揺さぶらせる。

「いつもそうやって駄目だと言っているが、その割には感じ入った声で鳴いているじゃないか」

「ひ……やぁぁ……ッ！」

　日菜子の反応を引き出すように、玲司はばらばらと指を動かして蜜洞をほぐし続けていった。

「いやらしく蜜を滴らせている上に、この愛らしい突起もこんなに膨らませて。本当にお前はかわいがり甲斐がある」

「は……ぁう……！」

　陰核を執拗に擦られるのが気持ちよくて、日菜子は甘切ない吐息を漏らして腰を軽く浮かせた。

　こうして玲司に小さな突起を弄られるだけで、下肢の中心から足の爪先にかけて電流に似た愉悦が駆け抜けていく。その上、全身が熱く火照って仕方がない。

「お前からいい香りが漂ってきたな」

「これは……私がいつもつけてる……香水の香りよ……」

「いいや、違う。俺の心を惑わす甘く淫らな香りだ」

　その刹那、玲司の目の色が突如として豹変し、指の動きもより苛烈なものになった。

「あ……あぁッ！　いやぁ……ッ……！」

　甘美な陶酔のうねりが全身に広がり、淫欲の蜜が留まることなく溢れてくる。

「お前のその声と表情、いやらしくて最高だ……」

　玲司は嗜虐的な微笑を浮かべてうっとりとつぶやく。

　どこか美しさも含まれたその笑みに、日菜子はすっかり魅了されて目が離せなくなってしまう。

「そんな風に見つめられたら、理性が吹き飛んでしまうだろう。ほら、気持ちよくイカせてやるよ」

　玲司は誘惑するようにささやくと、蜜洞や雌核をなぶる速度を上げていった。

　苛烈過ぎる愛撫は下腹部だけでなく、全身にも甘美な陶酔のうねりを迸らせるのだった。

「はぁぁ……ん……！」

　瞬く間に絶頂を迎えた日菜子は、頬を上気させながら歓喜に打ち震える。

　官能の余韻が過ぎ去っても、花唇は未だに熱く疼いており、雌核は充血して膨らんだままだった。

「このままにしておくのはもったいないな」

　しとどに濡れた蜜口を凝視しながら、玲司は意味深な言葉をつぶやく。

　――もったいないとは、一体何のことだろうか？

　日菜子には訳がわからず、首を傾げるばかりである。

　玲司はおもむろに香蜜にまみれた陰唇に顔を近づけ、何のためらいもなく舐め始めたのだった。

「あぁ、やぁぁッ！　玲司さん、やめてぇ……！」

　見られるだけでも恥ずかしいのに、舐られるなんてたまったものではない。

　日菜子が悲鳴を上げてかぶりを振るも、玲司は舌を動かすのをやめようとしない。そればかりか、溢れてくる官能の滴りを美味しそうにすする始末だ。

「玲司さん……そんな汚いもの……飲まないで……」

「お前の愛蜜だ、汚いわけがないだろう」

　玲司は丹念に舌を這わせながら、濃厚な淫蜜を味わい続ける。

「あ、あぁ……」

　一刻も早く口淫から逃れたいのに、上手く力が入らず微塵も動けない。

　その理由はきっと、日菜子の体が浅ましく玲司の愛撫を求めているからだろう。

　認めたくはなかったが、それ以外に考えられなかった。

「こっちもしっかりかわいがってやらないとな」

　鋭敏な突起も玲司の舌先に捉えられ、くすぐるように転がされていく。

「はぁん」

　日菜子の全身が大きく仰け反ると同時に、堰を切ったように花蜜が止め処なく溢れ出てくる。

「あぁッ……！　いや……駄目……。そんなに……何度もされたら、イッちゃう……」

　日菜子は何度も腰を捩っては、煽情的な声音で喘ぐのだった。

　彼女の乱れる姿を見てすっかり悦に入った玲司は、可憐な尖りを舌でなぶり続ける。

「あ、あぁ……あ、あぁぁん……！」

　日菜子は大きな瞳に涙を浮かべて愉悦の声を上げる。

　蜜液と唾液にまみれた淫芽は、艶めいて膨らみを増しただけでなく、男性器のように脈打っていた。

「は、あぁ……。玲司さん、お願い……もう……んんん～っ！」

　皆まで言う前に雌核を強く吸い立てられ、それだけで日菜子は容易に達してしまう。

「一体、どうしてほしいんだ？」

　わかっている筈なのに、玲司は敢えて問いかけてくる。

（何てひどい人なの……）

　悔しさをグッと堪えながら、日菜子はおずおずと口を開く。

「もう……やめてほしいの……」

「俺の目には、もっとしてほしいように見えるが？」

　玲司は意地悪く告げたのち、舌戯を中断して唇についた淫蜜を舐めとっていった。

　そんな彼の仕草にも色気を感じ、日菜子は恍惚の眼差しで見惚れていた。

「そのいやらしい眼差し、俺を誘っているのか？」

「え？　ち、違うの！　そんなつもりじゃ――」

　日菜子は慌てて否定するがすでに遅く、玲司は下着ごとズボンを下ろして性器をあらわにする。

　彼の剛茎はすでに、日菜子に狙いを定めるように屹立していた。鈴口からは、早くも透明な先走りを滴らせている。

　凶暴かつ猛々しいその形に、日菜子は目が離せなくなる。

　――よもや、そのまま挿入するつもりなのだろうか。

　嫉妬を剥き出しにしている今の玲司なら、日菜子が他の男に奪われる前に精を注いでしまおうと考えても不思議ではない。

「いや……玲司さん、お願いだから……待って……」

　いくら愛し合っているとはいえ、避妊もなしにするのは良くない。

　どうか考え直してほしいという思いを込めて、日菜子は必死になって玲司を止めようとする。

　だが、玲司が取った行動は全く予想外のものであった。猛ったものの先端で乳首を擦り始めたのだ。

「や……あぁ……！　玲司さん……何を……!?」

「たまには指と舌以外のもので愛撫されるのもいいだろう？」

　玲司は乳頭をくすぐるように、亀頭をグリグリと擦り付けていく。

「や、は……あぁン……！」

　蹂躙に等しいこの行為にすら、日菜子はどうしようもないぐらい感じてしまい、二つの膨らみを波打たせて嬌声を上げる。

　亀頭になぶられている乳首はジンと疼き、再び硬さを取り戻して紅く色づいていた。

　また、雄茎もいやらしく鈴口をヒクつかせながら、溢れ出るカウパーで胸の先端を穢していく。

　その淫猥な光景に魅入られたように、日菜子は目を逸らせなくなってしまう。

　それは玲司も同じだったようで、恍惚の眼差しでこちらを見下ろしていた。

「あ……」

　感じ入っている様子を見られて恥ずかしい筈なのに、そのことに対してなぜか快感を覚える自分もいることに気付く。

　そのことを裏付けるように、秘唇がビクビクと疼きを増していた。まるで同じように男根で擦ってほしいと、日菜子自身が訴えているようである。

「このまま胸の谷間にも擦りつけたいところだが、それは今度の楽しみに取っておくとするか」

　今度の楽しみにということは、玲司はいつか必ず実行に移すつもりでいるのだろう。

　戦慄して震える日菜子をよそに、彼は花唇にも自身のいきり勃ったものを擦りつけていく。

「は……あぁ……ぅ……！」

　熱い切っ先が触れただけで、膣口は淫らに戦慄いて花蜜を滴らせる。

　当然ながらそのいやらしい光景は、玲司からはしっかり丸見えである。

「俺の倅で擦られるのをそんなに待ち侘びていたのか？」

　玲司は喜悦の表情で、雄肉を上下に滑らせていった。

「あ……いや……。こんなこと……望んでなんか……」

　日菜子はどうにか否定しようとするが、喘ぎ混じりの声では少しも説得力がなかった。

「こんなに濡れているのに嫌だと言うのか？」

　玲司は意地悪く問いかけると、花唇全体に淫蜜を塗りたくるように亀頭を擦り続ける。

「ひゃ……あ……んッ！」

　快感のあまり全身が粟立ち、淫欲の滴りが止め処なく溢れてくる。

　日菜子が悲鳴に近い声を上げても、玲司は男根を擦りつける動きをやめない。その上、卑猥な言葉でからかう始末だ。

「日菜子のいやらしいところ、こうされて気持ちいいって言っているぜ。可憐な尖りもこんなに勃たせて、本当にかわいいな」

「や……ぁぁ……」

　恥ずかしい言葉を告げられたせいで、体の疼きが増したように感じられた。

　淫門は相変わらず蜜を吹き出しながら、いやらしく収縮し続けている。雌核もひときわ充血して脈動していた。

　その光景もしっかり見られているのだと思うと、羞恥心と共に淫靡な気分が込み上げてくる。

「あぁぁ……ん……。玲司……さん、もう……駄目……ッ！」

　日菜子は感極まった声を上げて、何度も腰を浮かせる。

「今のでまたイッたようだな」

　悶絶する日菜子を見て、玲司は満面の笑みを浮かべると、今度は鋭敏な突起も責め苛んでいく。

「あ……はぁ……！」

　雌核がヒクヒクと脈打つと同時に、全身に甘い疼きが駆け抜けていき、日菜子は嬌声を上げるのをやめられなくなる。

「や……玲司さん、お願い……。お願いだから……もう……しないで……！」

「たった今達したばかりなのに、もうイキそうなのか？　日菜子はいやらしいな」

「あぁ、ち……違う……違うのぉ……」

　羞恥心から泣きそうになっている日菜子を弄うように、玲司は熱い切っ先を容赦なく押し付けてくる。

「あ、あぁん！」

　淫芽から官能の熱が一気に爆ぜて、日菜子は瞬く間に絶頂へと突き上げられていった。

　しかし玲司は、その後も雌核をなぶるのをやめようとせず、更に苛烈に擦りつけてくるのだった。

「は……ぁぁ……！」

　立て続けに激しい快感を与えられ、日菜子の全身は疼きを増して歓喜に震えている。

　肉芽を蹂躙している灼熱の楔も、完全に隆起して脈動していた。

「日菜子、俺もそろそろ……イカせてもらう……」

　玲司は熱に浮かされた声音で告げたのち、欲望の飛沫を勢いよく迸らせた。

「あぁぁっ――！」

　花唇や内腿に白濁を浴びせられ、日菜子はその熱さに思わず悲鳴を上げる。

　体に精液が付着したにも拘わらず、なぜか不快感は湧いてこない。そればかりか、ひどく淫らな気持ちになるばかりだ。

（一体、どうなって……いるの……？）

　わけがわからず呆然となる中、玲司は無言で精液を拭き取ってくれた。

　これでようやく終わるのかと思いきや、彼は淡々とした様子でコンドームを装着する。

「玲司さん、まだ……続けるの……？」

　日菜子は恐る恐る問いかける。

　玲司は返事の代わりに自身の肉棒を突き立てて、そのままゆっくりと隘路を押し拡げていった。

「あぁ……」

　まるでこの瞬間を待っていたかのように、蜜洞は何の抵抗もなくあっさり迎え入れた。

　雄肉が最奥まで到達したところで、玲司は間髪を入れずに腰を突き動かしていく。

「あ、あ、あぁッ！」

　欲望の猛りに容赦なく抉られ、すさまじい衝撃が全身に奔る。

　つい先程、射精したばかりだというのに、雄茎はみるみるうちに硬さを取り戻していった。

　玲司の痕跡を刻まれるような律動に、日菜子は呆気なく達してしまうのだった。

「すごいな、お前の中が早くもうねっている。よほど俺に犯されたかったようだな」

　玲司は嬉々とした様子で最奥を穿ち続けていく。

「ひ、あぁぁ――ッ！」

　淫靡な熱が足先にまで到達し、日菜子の体は絶え間ない官能の波に襲われた。

　たった今、絶頂を迎えたばかりだというのに、またしても達してしまいそうになる。

「あぁ、何という愛らしさだ。男共が寄ってくるのもうなずける」

　豊満な乳房を揺らしながら、煽情的に喘ぐ日菜子を見て興奮したようで、玲司の律動は苛烈さを増していった。

　その刹那、膣内を容赦なく擦り上げる肉棒が、大きく怒張して硬く隆起するのを感じた。

「ん……ふぅ……う……！」

　蜜壷が歓喜に戦慄いて、獰猛な雄を強く締めつける。

　結合部からは淫欲の花蜜が止め処なく溢れ、二人の足の間をいやらしく濡らしていく。

　中が蕩けてしまいそうに熱い。雌唇はビクビクと小刻みに震え、淫核も先程よりぷっくり膨らんで充血していた。

　玲司もまた、息を乱しながら己の猛りを突き動かし続ける。

　激しい抽送を繰り返しているうちに、身も心も昂ってきたのだろう。その証拠に、雄茎が蜜洞の中で更に熱く硬くなっているのを感じた。

　また、男らしいたくましい体からも、濃厚なフェロモンが漂っている。

　日菜子は頬を上気させて、玲司の官能的な姿に見入ってしまう。

「何度も誘惑するような目を向けて、俺を煽ってくるとは。そんなお前が時折、恐ろしくてたまらない……」

　玲司は硬い先端で最奥を打ちつけては、蕩けきった隘路を掻き乱していく。

　激し過ぎる律動に意識が飛びそうになり、日菜子は目に涙を浮かべて悲鳴を上げた。

「や、あぁ……駄目ッ！　玲司さん、お願い……！」

「お前がかわいすぎるのがいけないんだ。こんなにも独占したくなるほどな」

　日菜子の制止を完全に無視して、玲司は獰猛な律動で彼女を翻弄し続ける。

「あ、あぁ……あぁん！」

　体だけでなく、理性まで崩壊してしまいそうな激しい抽送に、日菜子は瞬く間に達してしまう。

　だが、玲司は律動の速度を緩めず、灼熱の楔で容赦なく突いてくる。

　そして日菜子もいつしか、肉棒が出入りする動きに合わせて、自らも腰を揺らしていたのだった。

「や……あ、あぁ……！」

　一回の性交で何度も絶頂を味わわされ、そのたびに日菜子は全身を大きく引き攣らせて悶絶した。

「ふ……ぅ……」

　程なくして玲司も、煽情的なため息を漏らして身震いする。

　熟れた膣洞の中で彼の昂りが熱く脈動していた。コンドーム越しではあるが、彼が射精したのだとわかる。

　しかし絶頂に達してもなお、玲司の瞳は獰猛な欲望の光が宿ったままだ。

「玲司……さん、もう……やめて……」

　このままでは本当に、身も心もおかしくなってしまう。

　日菜子はすがるような気持ちで、すすり泣きながら訴える。

　すると玲司は意外にも男根を引き抜いてくれた。

　ホッと一息つくのと同時に、なぜか寂しさに似た感情が込み上げてくる。そればかりか体の疼きも治まる気配がない。

（私、まだ玲司さんを求めているの……？）

　戸惑いを隠せずにいる日菜子に、玲司は淫らな命令を下してくる。

「日菜子、今度は床に手をついて、俺の方にこの愛らしい尻を向けるんだ」

「はぁん」

　小振りだが形の良いお尻を撫でられ、日菜子の口からあられもない声が漏れる。

　どうやらここでやめるつもりはないらしい。

　最初はためらう日菜子だったが、玲司の口調には有無を言わせない響きが含まれていた。

　言われた通り、彼女は床に手をついて四つん這いになった。

「いい子だ、たっぷり褒美をやろう」

　背後から魅惑的な低い声音でささやかれ、背筋がゾクゾクと震え上がる。

　その直後、蜜口に容赦なく肉茎を挿入され、再び膣壁を掻き乱されていった。

「ひっ！　あ、あぁぁッ！」

　すぐさま痺れるような快感に襲われ、媚肉が戦慄いて何度も収縮する。

「いいぞ、日菜子。もっと乱れた姿を俺に見せろ」

　太い先端を最奥に叩きつけながら、玲司は柔らかい耳朶を舐ってくる。

「ひゃぁぁん！」

　舌で耳元をくすぐられるのも気持ちよくて、日菜子は喜悦の涙を浮かべて全身を大きく揺さぶらせた。

「自慢の巨乳もこんなに揺らして、淫らでいやらしい娘だ」

　玲司は上下に弾む乳房を鷲掴みにして、捏ね回すように揉みしだいていった。

「あ、あぁぁ……」

　後ろから犯されながら、たわわな膨らみをもみくちゃにされるのが、この上なく気持ちよくてたまらない。

　日菜子は恍惚の表情で何度も喘ぎ、腰をグイグイと沈ませていく。

　ピンポイントを責めるたびに、素直な反応が返ってくるのが嬉しいのだろう。玲司の淫靡な愛撫は乳首や雌芯にも及んだ。

「は、あぁぁん……」

　感じるところを全てなぶられ、快楽がどっと押し寄せてくる。

　子宮の奥に疼きが増していき、蜜洞もビクビクと痙攣して歓喜にうねる。

　こんなにも激しく貪欲なまでに、玲司に体と心を求められるのが、これほど嬉しいと感じたことはなかった。

　――もっと彼の熱愛が欲しい。そして限界に達するまで感じさせてほしい。

　全てを奪われるような激しい情交に、日菜子の理性は容易に崩れてしまう。

「あ、あぁ……玲司さん……もっと……」

　日菜子はか細い声音で玲司に呼びかけると、振り返って淫らな願望を素直に口にする。

「玲司さんの……たくましいおち●ち●で、私の中……もっと……めちゃめちゃにして……」

「先程まで嫌がっていたかと思えば、急に素直にねだってくるとは……。いいだろう、お前の望みを叶えてやる」

　言い終えると同時に玲司は、獰猛な雄肉を荒々しく突き動かしてきた。

　隘路を犯す猛々しい巨根は、一段と硬さを増して熱く脈打っている。

「あ、あぁ……ッ！　いい……いいの……！」

　日菜子は甲高い嬌声を上げて、もっとしてほしいとばかりに腰を振りたくった。

（あぁ、この感覚……もうたまらない……！）

　火傷しそうなほど熱い楔に穿たれ、蜜壷が蕩けてしまいそうだ。

　ヌチュヌチュと響き渡る水音にも、淫靡な欲望を掻き立てられてしまうのだった。

「もう俺なしではいられない体にしてやる……！」

　玲司のその言葉を合図に、抽送の勢いだけでなく指戯も激しさを増していく。

「ひ、あ、あぁ……ッ……！」

　膣内をめちゃくちゃに蹂躙され、乳頭や陰核を指先で責め立てられ、脳天まで突き抜けるような愉悦が迸る。

　――このまま玲司と共に官能の深みにはまり、いつまでも互いの体を貪り続けていたい。

　絶え間なく訪れる絶頂感に気を遣りそうになりながらも、日菜子は与えられる快感を全身で味わっていく。

「あ、は……あぁ……。玲司……さん、気持ちいい……。もっと……もっと欲しいの……」

「ああ、俺もだ……。とっくに純潔をもらったというのに、お前のことがもっと欲しくてたまらない……」

　日菜子の言葉に応えるように、玲司はシミ一つない白い肩にそっと口づけした。

「は……ぁん……」

　そのまま甘噛みされ、日菜子の体がビクンと跳ね上がる。その動きに伴い、襞肉がいやらしく蠢いて雄茎にまとわりつく。

「日菜子、感じるか？　今のでまた俺の倅がでかくなったのが」

　自身の猛りの大きさを知らしめるように、玲司はグチュグチュと音を立てながら律動させる。

「あ、あぁぁ……！」

　媚肉を擦られるたびに、熱い屹立が更にたくましく成長するのを感じて、日菜子は愉悦のあまり下肢を引き攣らせた。

　執拗に責められている乳首と淫芽が、ずっと擦られているせいで痺れている。しかし、今の日菜子にはその感覚さえも気持ちよく感じられた。

　再び余裕をなくした玲司が、獰猛に穿ちながら得も言えぬ様子で喘いだ。

　その息遣いや熱にも酔わされ、日菜子は振り返って玲司に艶めいた眼差しを向ける。

「玲司……さん、好き……」

　淫靡な響きを含んだ声色で、彼女はうわ言のようにつぶやいた。

　それだけですっかり玲司を虜にしてしまったようで、再び甘い吐息を耳元に吹きかけられた。

「日菜子、また一緒に果てよう……」

　玲司は甘くささやきかけると、熱い屹立を最奥に擦り付けてくる。

「あぁぁぁぁぁっ！」

　瞬く間に絶頂に達した日菜子は、陰唇をヒクヒクと痙攣させて体を弓なりに反らせた。

　程なくして、玲司の猛ったものも大きく脈動を開始する。その衝撃は子宮を揺るがすほどであった。

（あぁ、何てすごいの……。玲司さんの熱が……体中に伝わっていくみたい……）

　彼と共に絶頂を迎えられたことで、日菜子の身も心も歓喜に満たされていった。

「玲司さんに……激しくされるの……気持ちよくて……好き……」

　息も絶え絶えになりながらも、日菜子は陶然と微笑んでそうつぶやく。

「本当はこれでやめるつもりだったが、そんなかわいいことを言われると抑えられなくなるじゃないか」

　そう言いつつも彼は嬉々とした様子で、三度目の抽送を開始した。

「あぁぁ……」

　愛する男に征服され快感を味わわされる悦びに、日菜子は頬を上気させて感じ入っていた。







　その後も玲司は過剰なまでに日菜子を貪り続けた。

　全身が快感に弾け、絶頂に達して日菜子の意識が遠のきそうになっても、彼は獰猛な律動をやめようとしなかった。

　身も心も蕩けるような、苛烈な情交がようやく終わったのは、日付が変わる間近になってからである。

　数え切れないほど果てたせいで体が動かない。

　疲れ切ってすっかり惚けている日菜子を、玲司はいたわるように優しく撫でてくる。

「……日菜子、すまなかった」

　先程の獰猛な一面が嘘のように、今の彼はとても温和な眼差しをしていた。

「決してお前の愛を疑ったわけじゃないんだ。ただ、俺以外にもお前に好意を寄せる男がいたと聞かされて、心がひどく掻き乱されて……。駄目だ、何を言っても言い訳にしかならないな。とにかく、つまらない嫉妬から無理矢理抱いてしまって、本当にすまない……。器の小さい男だと失望しただろう？」

「そんなことないわ。私だって、もし玲司さんに好意を寄せていた女性のことを聞かされたら、平常心でいられるかどうか自信ないもの」

　玲司ほどではないだろうが、顔も知らないその相手に嫉妬してしまうのは間違いない。

「それを聞いて安心したよ。もしお前に嫌われたら、多分生きていく自信がないだろうからな」

「そんな大げさな……」

　まるで世界の終わりみたいに言うので、日菜子は可笑しくなってつい笑ってしまう。

　しかし玲司のほうは真剣そのものだった。

「笑い事じゃないぞ。俺にとって、お前が生きる全てなんだから」

「ありがとう、玲司さん。私にとっても、あなたが生きる全てよ」

　玲司の言葉に感極まった日菜子は、うっとりと瞳を潤ませた。

　それから手を伸ばして、玲司の指と自身の指を絡め合わせる。すると彼は優しく握り返してくれた。

「日菜子、お前を誰にも渡したくない。このまま閉じ込めてしまいたくなるほど、お前が愛おしくてたまらないんだ」

　再会した日の夜と同じように、玲司は強く日菜子を抱きしめてくる。それだけで胸が熱くなり、彼に対する愛情も増していく。

「何があってもずっと、玲司さんのそばにいるわ」

　微笑みながらそう返答したのち、日菜子のほうからそっと唇を重ねた。

　わずかに開いた唇の隙間から、玲司の柔らかい舌が侵入してきて、口腔内を優しく舐られる。

　この甘い感覚が気持ち良くてたまらない。体の奥にくすぶる官能が蘇ってきそうだ。

　深い静寂の中、二人は抱き合ったまま互いの唇を貪っていく。

　この至福の一時に、日菜子は胸の中が充足感で満ちていくのを感じた。

　玲司も日菜子と同じ気持ちでいるのが、優しく甘美な口づけを通じて伝わってくる。

　淫靡な熱が引いても、二人の熱愛が冷めることはなかった。








第三章　～甘く淫らな蜜月～








　玲司と同棲生活を始めてから三ヶ月後。

　二人の仲はすっかり周知となったため、会社へ行ってもあまり騒がれなくなった。

　ようやく元の落ち着いた日常を取り戻せると思われた矢先、またしても日菜子に問題が起きた。

　今度は親しかった同期やサークルの先輩後輩にまで、玲司と交際していることが知れ渡ってしまい、ＳＮＳを通じて質問責めにされたのである。

　すかさず朱美に問い詰めてみると、他の友人にも話したことをあっさり白状した。

　別に悪いことじゃないのだからと開き直る朱美だったが、こちらにしてみれば迷惑なことこの上ない。

　学生時代、一向に異性になびく気配を見せない日菜子を心配していた朱美のことだ。嬉し過ぎて黙っていられなかったのだろう。

（朱美ってば、本当にミーハーなんだから……）

　その中には当然、日菜子に恋心を抱いていた男子も含まれていた。

　ほとんどの男子は日菜子の恋を応援してくれたが、例の真田と松本は未練を断ち切れていない様子がメッセージから伝わってきた。

　それを聞いた玲司は平常心ではいられなくなったようで、もし日菜子に手を出そうものなら得意のキックボクシングで蹴散らしてやると息巻いていた。

　そして仕舞いにはいつものように、独占欲を剥き出しにして日菜子の体を貪る有様だ。

　玲司と街中を歩いている時に、彼らに出くわすのが怖くてたまらない。

　日菜子はそうならないことを祈るばかりだった。







　十一月も半ばに差し掛かった頃、日菜子は体調不良で早退することとなった。

　その日の天気は朝から曇りで、その影響もあってか頭が重かったのだ。

　日菜子は昔から体調が気候や気圧に左右され、ひどい時には一日中寝込むこともある。どれだけ体調管理に気を付けていても、こればかりは本当にどうしようもない。

　部署の人達も日菜子の体調について理解があり、明日も辛かったら無理せず休んでいいと言ってくれた。

　そういう心遣いが本当にありがたい。以前の職場では絶対にあり得ないことである。

「お先に失礼します」と挨拶してオフィスを出ると、玲司にも早退する旨をメールで簡潔に伝えた。

　すると一分もしないうちに、彼から電話がかかってくる。

「もしもし、玲司さん」

『日菜子、大丈夫か？　今から迎えに行くから、いつものようにエントランスで待っていろ』

　度が過ぎる玲司の心配性に、さすがの日菜子も呆れてしまう。

「まだ明るいから一人でも大丈夫よ。それに、玲司さんだって仕事中でしょう？」

『俺のことはいいと、いつも言っているだろう。とにかく、お前の身に何かあったらと考えると、いてもたってもいられないんだ』

「玲司さんってば、いくら何でも心配し過ぎよ。夕ご飯は私に構わず、好きなものを食べてきていいから。それじゃあね」

　電話の向こう側の玲司は、まだ何か言いたげな様子だったが、日菜子は申し訳なく思いながら電話を切る。

　その後も何度か着信があったが全て無視した。

（玲司さん、私が電話に出なくて怒っているかしら……？）

　だが、早退のたびにいちいち迎えに来てもらうわけにはいかない。それに、恋人同士だからといって、玲司に甘えてばかりでは駄目だ。

　――彼が帰ってきたらちゃんと謝ろう。

　倦怠感を抱えながらも、どうにか無事にマンションのそばまでたどり着く。

　目の前の横断歩道を渡ろうとした時、日菜子の前に一台の車が停まり、中から白人の男が降りてくる。

　年齢は三十代前後といったところだろうか。

　大柄な体躯に短く刈り込んだ頭髪と、軍人を思わせるような風貌をしている。

　また、非常に険のある顔つきをしており、それが余計に威圧的な雰囲気を醸し出していた。

「園崎日菜子だな」

　ここでの暮らしが長いのか、かなり流暢な日本語でそう問いかけてくる。

「え？」

　突然名前を呼ばれた日菜子は、どう対応すればいいかわからず固まってしまう。

（この人、なぜ私の名前を――？）

　少なくとも日菜子には、目の前にいる男とは面識がない。

　訝しむ彼女に対し、男は小馬鹿にするような薄ら笑いを浮かべている。

「あんたには今から、俺に付き合ってもらうぜ」

　完全にこちらの意思を無視した物言いである。

　――この男は一体、何を言っているのだろうか？

　無論、見ず知らずの男の指図に従うつもりなどない。何より今は体調が悪いので、早く家に帰って横になりたかった。

　即座に拒否しようとした日菜子だったが、彼の手に銃が握られているのを見て言葉を呑み込む。

　この男は本気で脅しているのだ。

　抵抗すれば間違いなく殺される――今の日菜子には選択肢などないに等しい。

　頭の中が恐怖でいっぱいになりながら、従うという意を示して何度も無言でうなずく。

「意外と物分かりがいいんだな、おかげで余計な手間が省けて助かる。それじゃあ後ろに乗りな」

　日菜子は言われるままに、車の後部座席に乗り込む。その際、バッグは奪われてしまった。

　続いて男は運転席に座ると、日菜子のスマホを勝手に使ってどこかに電話をかけ始めた。

　誰に連絡を取っているのか気になったが、かなり早口の英語だったので何を喋っているのかわからない。

　短いやり取りを終えたのち、彼はルームミラー越しに日菜子を覗き込んでせせら笑う。

「あんたの恋人も、ちゃんと来てくれるってよ。大事にされてるみたいで良かったな」

　どうやら電話をかけた相手は玲司だったらしい。

　つまりこの男は、彼が所属していた組織の構成員なのだろう。

　日本へ来た目的はただ一つ――組織を抜けた玲司への報復に違いない。日菜子は彼を誘い出すための人質というわけだ。

「それじゃあ出発だ」

　男は音楽をかけると同時に車を発進させる。

　日菜子の嫌いなヘヴィメタルだった。しかもかなりの大音量である。

　それに加えて運転もかなり荒いので、体調が更に悪化しそうだった。しかし、それを言ったところで考慮してもらえるとは思えない。

（玲司さん……）

　日菜子は祈るような気持ちで、玲司のことを思い浮かべる。

　命を懸けて組織を抜けた彼のことだ、報復を受けることぐらい覚悟していたであろう。

　今までずっと会社に送り迎えしていたのも、日菜子を守るためだったのだと確信する。

（私ったら、何て愚かなのかしら……）

　玲司が迎えに来るのを待っていれば、決してこんなことにはならなかった筈だ。

　後悔と絶望が同時に押し寄せてくる中、日菜子の目の前が真っ暗になった。

　電話が切れたのち、玲司は急いで自身の車に乗り込んだ。

　会社を出る際はとりあえず、緊急の用事ができたから早退すると言っておいた。

　その時の玲司がよほど切羽詰まった顔をしていたのか、上司は二つ返事ですぐに承諾してくれた。

　連絡をよこしてきたのは例のあの男である。

　日菜子を預かったので、街から外れた所にある森林に来いとのことだった。

「あの野郎、よくも日菜子を……！」

　玲司は吐き捨てるように叫ぶと、血管が浮き出るほど強く拳を握り締める。

　日菜子に余計な不安を与えないよう、報復を受ける可能性があることを伏せていたが、それが裏目に出てしまった。

　自分のせいで、最愛の人を危険に晒すような事態になることだけは、絶対に避けたかった。

　最初から本当のことを話していれば、日菜子は誘拐されずに済んだかもしれない。

（俺がもっと気を付けていれば……！）

　だが、今は悔やんでいる場合ではない。一刻も早く助けに行かなければ、取り返しのつかないことになるだろう。

　玲司はグローブボックスを開けると、一番下に隠しておいた拳銃を取り出した。

　組織を抜けて日菜子と暮らすと決めた時、こんなものとは縁を切るつもりでいた。しかし、万が一のことを考えるとどうしても手放せなかったのだ。

　こうして再び銃を手に取る事態になってしまうとは、何とも皮肉な話である。

　――愛する女に引鉄を引く姿など、絶対に見せたくなかったというのに……。

　だが、日菜子の命がかかっている今、手段を選んでなどいられない。

　奴もまず間違いなく銃を持っているだろうし、何よりキレやすく暴力的な性格をしている。それなら尚のこと銃が必要だ。

（今回ばかりはやむを得ないか……。だが、これで本当に最後にしよう）

　日菜子を救出したら今度こそ銃を手放し、二人で平穏な日々を過ごすのだと改めて決意する。

「日菜子、どうか無事でいてくれ……！」

　玲司は祈るようにつぶやき、ハンドルを強く握りしめる。

　カーナビに目的地を設定すると、大きく深呼吸して車を発進させた。







　一体、どこをどう走ったのか覚えていない。

　気付けばいつの間にか、どこかの林道まで連れて来られていた。おそらく街から相当離れている場所だろう。

　――これから一体、どうなってしまうのだろうか？

　車に乗せられてからずっと、日菜子はそればかり考えている。いや、それ以外のことは何も考えられないと言ったほうが正しい。

　今のところ危害は加えられていないが、このまま無事に済むとは思えなかった。

　何せ相手は銃を持っているのだ。いつ撃たれてもおかしくない。

　――とにかく今は相手を刺激せず、大人しくしているのが一番だ。

　緊迫した状況が続く中、日菜子はただ黙って玲司が助けに来てくれるのを待った。

　やがて車は舗装されていない砂利道に入っていく。

　普通の人間はまず来ないような場所だ。わざわざこんな所を選ぶとは、ずいぶん用意周到であると思わず舌を巻いてしまう。

　程なくして目の前に朽ち果てた廃屋が現れ、男はそのすぐ手前で車を停めた。

　相変わらず音楽がうるさかったが、相手と話をせずに済むのが唯一の救いである。

　それからおよそ三十分後、一台の黒い車がこちらに向かって走ってくるのが見えた。玲司が来てくれたのだ。

（玲司さん……！）

　日菜子が窓の外に目を向けると当時に、玲司が車を停めて中から降りてきた。まるで彼に心の声が届いたかのようだ。

　外に立つ玲司は、今まで見たことのないような、険しい表情を浮かべていた。その手には銃が握られている。

　男は車のエンジンを切ると、銃を手にしてドアを開けた。

「降りろ」

　一言そう命じられ、日菜子はすぐさま車から降りる。

「玲司さん！」

　そのまま玲司に駆け寄りたかったが、そうするよりも先に銃を突きつけられて拘束される。

「ずいぶん早い到着だな。そんなにこの女が大事か？」

「黙れ、ニック！　今すぐ日菜子を放せ！」

　玲司が凄みを利かせて銃を構えるが、ニックと呼ばれた男は少しも怯まない。そればかりか余裕の笑みすら浮かべている。

「あんたをおびき出すのは本当に苦労したぜ。なかなか隙を見せない上に、いつもこの女に張りついてやがるからな。おまけにあんたの車や部屋に仕掛けた盗聴器だって、全部見つけて壊しちまうし。だから今日は本当にラッキーだったよ！」

　ニックのその口ぶりから察するに、ずっと報復の機会を窺っていたのだろう。

　こんな卑劣な男の策にはまってしまい、いくら悔やんでも悔やみきれない。

「玲司さん、ごめんなさい。私のせいでこんなことに――」

　日菜子はただ泣いて謝ることしかできなかった。

「お前のせいじゃない」

　玲司は日菜子に目を向けて、優しく声をかけてくれる。

「謝るのは俺のほうだ。こんなことに巻き込んでしまってすまない。必ず助けてやるからな」

　危機的状況であっても、日菜子を第一に想ってくれるのが嬉しくて、ますます涙が止まらなくなる。

　そんな玲司を嘲るように、ニックは鼻で笑った。

「何が可笑しい？」

　玲司の口調は冷静であったが、その声音には怒気が孕んでいた。

「可笑しいに決まっているだろう。冷血漢として恐れられていたあんたが、女に優しい顔を見せるんだからよ。組織を抜けてから、ずいぶん落ちぶれたもんだな」

　ニックは声を上げてケラケラと哄笑する。まるで玲司を挑発しているかのようだ。

　だが、玲司は動じることなく無言で銃を構えている。

　ひとしきり笑ったのち、ニックは懐かしい思い出を振り返るように語り出す。

「玲司さん、俺は心の底からあんたを尊敬していたよ。親に虐待されて荒れた生活を送っていた俺を、あんたは拾ってくれた。銃やキックボクシング、日本語の読み書きまで何でも教えてくれたよな。おかげでようやく自分が生きてるって実感できたんだ。以来、俺はあんたに一生ついていくと決めた。あんたのためなら、命を捨てる覚悟だってできていたよ」

　ニックの話から、玲司に対する尊敬と憧れの念が、人一倍強かったのがありありと伝わってくる。

　親の愛情に恵まれなかった彼にとって、玲司は兄のような存在だったに違いない。

　しかし次の瞬間、ニックの表情に憎悪の色が濃く浮かび上がる。

「それなのにあんたは、俺や組織をあっさり裏切りやがった！　こんなどこにでもいるような女のためにな！」

「痛いっ！」

　こめかみに銃口を強く押し当てられ、日菜子は痛みのあまり苦悶の声を上げる。

「やめろ！」

　玲司は怒りをあらわにして叫ぶ。

「そんなに俺を恨んでいるなら、教えてやったキックボクシングでぶちのめせばいいだろう。日菜子は無関係だ」

「関係ないわけねぇだろう！　この女のせいで、あんたはとんだ腑抜けになっちまったんだからよ！　だからあんたの目の前で、こいつを徹底的に痛めつけてやる！」

　ニックは自身の力を誇示するようにうそぶいた。

　それに対し玲司は、冷笑するような眼差しでニックを見返す。

「チンピラだったガキの頃と何一つ変わってないな。そうやって、自分より弱い人間相手にしか手出しできないところとかな」

　あくまで冷静な態度を崩さない玲司が気に食わなかったのだろう。ニックの挑発はそれだけに留まらなかった。

「ああ、それともこいつを犯してやろうか？　なかなかいい体してるし、ただ痛めつけるだけじゃもったいないよな」

　ニックは日菜子のブラウスのボタンを引きちぎり、中に手を入れて下着越しに胸をまさぐった。

「嫌ッ！　やめて、触らないで！」

　日菜子は泣き叫びながらもがくが、ニックの手は止まらない。

　玲司以外の男に触れられ、背筋が凍るような不快感に襲われる。

「貴様……！」

　玲司が引鉄に人差し指をかけるのを見て、ニックは思惑通りと言わんばかりに狂喜の笑みを浮かべる。

「いいねぇ、その顔！　ようやく昔のあんたに戻ってきたじゃないか！　それでこそ、俺が尊敬していた玲司さんだよ！」

「俺を本気で怒らせたこと、その身を以って後悔させてやる……！」

　玲司は銃を構え直してニックに狙いを定めた。

「いいのか？　こいつに当たっちまうかもしれないぞ？」

　ニックもまた、日菜子に銃を突きつけながら挑発するが、玲司は一切動じない。

「日菜子、俺を信じろ」

　玲司の言葉に、日菜子は無言でうなずく。

　危機的状況であることに変わりはないが、彼ならきっと助けてくれる筈だ。具体的な根拠があるわけではないが、日菜子は直感からそう信じることができた。

「ほら、さっさと撃てよ。それともやっぱり怖気づいちまったか？　いくら冷酷なあんたでも、大事な女に弾を当てたくないよな」

　自分には当たらないと高を括っているようで、ニックはけらけらと笑っている。

「そうやって、笑っていられるのも今のうちだ」

　玲司は無表情のまま、ためらうことなく引鉄を引いた。

　つんざくような破裂音が、日菜子の耳に響き渡ったかと思うと、何かがものすごい速さで掠めた。

　続いてすぐ真後ろで、咆哮に似た叫び声が上がる。

　何が起きたのか、すぐには理解できなかった。

　その刹那、ニックの体がくずおれる気配がしたので、日菜子は恐る恐る背後を振り返る。

　彼女の目に真っ先に入ったのは、苦痛に歪んだ顔で肩を押さえてうずくまるニックの姿だった。押さえた箇所からは、赤い鮮血が滴り落ちている。

　玲司の撃った銃弾が日菜子の真横を通過し、そのままニックの右肩に見事命中したのだ。

（私、助かったのね……！）

　緊張の糸が解けたからか、全身の力が一気に抜けて日菜子はその場にへたり込む。

「くそ……ッ！」

　ニックは忌々しげに毒づき玲司を睨みつける。

　玲司はそんな彼を強引に立たせると、思い切り頬を殴りつけた。

「今回はこれで許してやるが、今度また日菜子に手を出したら命はないと思え」

　それは脅しではなく本気の警告だった。また同じことがあれば、玲司は必ずニックを殺すであろう。

　だが、ニックは微塵も臆する様子を見せず、玲司に向かって大声でわめき散らすばかりである。

　相変わらず早口の英語だったので、何を言っているかわからなかったが、悪態をついているのは確かだった。

「黙れ、クズが」

　玲司は容赦なくニックの脇腹に銃弾を浴びせた。そして立て続けに、鳩尾に渾身の蹴りを入れる。

　その一撃でニックは動かなくなった。

　映画のアクションシーンのような光景に、日菜子はすっかり呆気に取られていた。

　すると突然、彼女の体が宙に浮かぶ。玲司に抱き上げられたのだ。

「日菜子、怪我はないか？」

　気遣わしげに尋ねる玲司の表情には、いつもの穏やかさが戻っていた。それを見ただけで安心感に満たされる。

「私は大丈夫よ。それより玲司さん、彼は――」

「気絶しているだけだ。もっとも、かなりの重傷を負わせてやったから、無事では済まないけどな。まあ、こいつは馬鹿だが自分の素性がバレないよう、上手く逃げ切るぐらいの頭はあるさ」

「そう……」

　玲司の返答を聞いて、日菜子は安堵のため息をつく。

　自分を助けるためとはいえ、やはり彼に人殺しはしてほしくない。

　もしそんなことになっていれば、この先ずっと後悔しながら生きる羽目になっただろう。

　日菜子の心情を察したのか、玲司は再度優しく微笑みかけてくる。

「とにかく、お前が無事で良かった。今日は帰ってゆっくり休もう」

「はい」

　一刻も早く、こんな忌々しい場所から立ち去りたい。それに、体も心も疲労が限界に達している。

　玲司に優しく車に乗せられ、シートベルトまで着けてもらうと、日菜子の意識はふわりと飛んだ。







　どこからか、ゆったりとしたピアノの旋律が聞こえてくる。

　日菜子の好きなクラシック曲だった。

（玲司さん、私の好きな曲もちゃんと覚えていてくれたんだ……）

　優しいメロディに耳を傾けながら、日菜子はゆっくり目を開ける。

　灯りのついていない広い天井が見えた。見慣れた家の寝室である。

　眠っている間に帰ってきて、玲司がベッドまで運んでくれたのだろう。

（私、どのぐらい眠っていたのかしら……？）

　時刻を確かめようと体を起こしたところで、扉が開いて玲司が部屋に入ってきた。

「気が付いたか。具合はどうだ？」

　玲司はベッドに腰を下ろすなり、日菜子の髪をそっと撫でてくる。

　その手つきがこの上なく優しさに満ちていて、それだけで彼女の心は平穏に満たされていく。

「もう大丈夫、寝たらだいぶ楽になったわ」

「それは何よりだ」

　玲司は安堵した様子でつぶやくが、その表情には暗い影が差していた。日菜子を危機に巻き込んでしまったことを悔いているのだろう。

（私がちゃんと玲司さんを待っていれば……）

　自身の不注意で拉致され、挙句に体まで触られてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　それから玲司は日菜子を抱きしめると、柔和な声音でささやきかけた。

「さっきは俺を信じてくれてありがとう。お前を絶対に撃たない自信はあったが、信じてくれたおかげで奴だけに狙いを定めることができた。それと、怖い思いをさせてしまって本当にすまない……」

「いえ、謝るのは私のほうよ。本当にごめんなさい。強情を張ったりせず、ちゃんと玲司さんの言う通りにしていれば、余計な手間をかけさせないで済んだのに……」

「愛するお前を助けるのが、余計な手間であるわけないだろう。今回の件はお前を守り切れなかった俺のミスだ。それだけじゃない、俺が引鉄を引くところをお前に見せてしまった。あんな姿だけは、絶対に見せたくなかったんだが……」

　苦渋の表情を浮かべる玲司を、日菜子は慰めるように優しく抱き返す。

「たとえ昔の玲司さんが冷酷な人だったとしても、私は心の底から愛しているわ。この想いだけはずっと変わらないから」

　日菜子の言葉に救われたようで、玲司はようやく表情を緩めてくれた。

「ありがとう、日菜子。もう二度とお前を危険な目に遭わせない。何があっても必ずお前を守り抜いてみせる」

「玲司さん……」

　ありがとうと言いかけたところで、遮るようにそっと唇を重ねられる。

　まるで誓いを立てるような、柔らかく尊い口づけだった。

　――玲司は約束を必ず守る人なので、どんな困難なことがあろうとも日菜子を守り抜くだろう。

　口づけを終えたところで、玲司は日菜子の胸元に目を向ける。ニックが触れていたところを気にしているのだろう。

　日菜子があれだけ嫌だったのだから、見ていた玲司も同じかそれ以上に嫌だった筈だ。

「風呂に入ったら、俺が念入りに洗ってやるからな」

「い、いえ、そこまでしてもらわなくても……」

　いい大人なのだから、自分の体ぐらい自分で洗える。

　玲司の申し出を即座に固辞する日菜子だったが、彼の意思は頑なで少しも引く様子を見せない。

「そうしないと俺の気が済まないんだ。あの野郎、よくも日菜子の胸を弄りやがって。ついでに両手の骨を折って、腱も断裂させてやるべきだったな……！」

　玲司は怒りの炎を再燃させる。

　もう裏社会の人間ではないのだから、そうやって物騒な発言をするのはやめてほしい――そう思いつつも日菜子は、ただ黙って聞いているしかなかった。

「それはそうと日菜子、腹減ったんじゃないのか？」

　玲司はふと思い出したように訊いてくる。何とも感情の起伏が激しい人だ。

「はい、とても……」

　ニックに拉致されてからずっと飲まず食わずだったので、お腹が空いているだけでなく喉もすっかり渇いている。

　日菜子が返事をすると同時に、お腹もきゅるると音を立てた。

　恥ずかしさのあまり赤面するが、意外にも玲司は笑わなかった。

「よし、今夜は俺が腕によりをかけてパスタを作ってやる」

「ありがとう、玲司さん」

　日菜子は感極まって表情を輝かせる。

　玲司はとても料理が上手で、中でもパスタとキッシュは絶品だ。

　愛情たっぷりの美味しい料理に心躍らせていると、彼によって再び体ごと抱き上げられる。

「あの、玲司さん。私、もう歩けるから」

「俺がこうしたいんだ」

　そう言って日菜子の頬に軽くキスすると、玲司は彼女を抱えたままリビングへ向かう。

　少し恥ずかしかったものの、プリンセスのように扱われてときめいていたのも事実だ。

　――この先もきっと、愛する彼と一緒なら何があっても大丈夫だ。

　こうして玲司の腕に抱かれているだけで、心の底から安心感が込み上げてくる。

「ありがとう、玲司さん」

　日菜子は再度礼を言うと、彼のたくましい胸板にそっと頭を預けた。

　後日、日菜子は勤め先に退職届を提出し、新たに玲司が勤務する会社に転職することになった。

　最初は迷っていた日菜子だったが、プライベートだけでなく仕事でもそばにいてくれると安心だと玲司に告げられ、その勢いに押される形で転職を決めたのだ。

　やはり少し過保護な気がするが、日菜子が危険な目に遭ったばかりなので近くで守りたいという想いが強いのだろう。

　先日の件は玲司にとっても、生きた心地がしなかったに違いない。

（玲司さん、本当に命懸けで組織を抜けたのね……）

　――それに引き替え自分は、いつも守られてばかりで申し訳ない。

　日菜子がそのことを伝えると、玲司はごく優しい笑顔で「愛するお前を守るのが俺の役目だ」と言葉を返してくれた。

　転職先の会社の社長は、玲司の従兄弟に当たる日本人の男性だった。

　彼はとても人当たりが良く、日菜子の体調面に関しても、「辛い時は無理せず休んでくれて構わない」と理解を示してくれたのである。

　今度もまた快適な職場に恵まれ上司も優しくて安心したが、同時に思いも寄らぬ話を聞かされた。

　玲司曰く、昔はかなりのワンマン社長だったようで、それが災いして周囲と揉めることもしばしばあったという。

　六年前、玲司が助けた知り合いというのは、どうも彼のことらしい。

　詳細は聞かなかったが、恨みを持つ相手から脅迫されたり強請られたりして、玲司に助けてもらったのだろうと何となく想像がついた。

　社長はその時にできた借りを返すつもりで、玲司や日菜子を雇ってくれたに違いない。

（私や玲司さんのために働く場を作ってくれたんだから、それに見合う仕事をしてしっかり借りを返さないと）

　それ以降、日菜子も玲司も今まで以上に仕事にも恋にも全力を注いでは、自分達の生活をより充実させていった。







　退職を決めた際、まだ残っていた有給休暇を利用して、二人で神戸へ旅行に出かけた。

　山の中の植物園や人工島にある動物園などに行ったり、海辺の大観覧車や遊覧船に乗ったりして、充実した幸せな時間を過ごした。

　宿泊先には海が見える高級ホテルを選んだ。

　最初はビジネスホテルに泊まるつもりでいたが、せっかくの旅行なのだからと玲司が予約を取ってくれたのだ。

　こんな素敵な旅行は生まれて初めてである。提案してくれた玲司には、本当に感謝してもしきれない。

　日菜子は髪を乾かしたのち、ベッドの上でスマホの画像フォルダを開いて見ていた。

　今回の旅行で数え切れないほど写真を撮った。これからもこうして旅行に出かけては、玲司とたくさんの思い出を作っていきたい。

　不意に、背後から玲司に優しく抱きしめられる。シャワーを浴びたばかりだからか、彼の体はほのかに熱を帯びていた。

　ベッドサイドにスマホを置き、後ろを振り返ったところで軽く口づけられる。

　そのままバスローブを脱がされるのかと思いきや、玲司は意味深な笑みを向けてそっとささやきかけてきた。

「日菜子、少しだけ目を閉じてくれないか？」

「え？　ええ……」

　日菜子は戸惑いながらも、玲司に言われた通り目を閉じる。

　ややあって、彼が何かを取り出した気配が伝わってくる。

　続いて左手の薬指に、何かが嵌められる感覚があった。

「開けていいぞ」

　再び玲司に声をかけられ、日菜子はゆっくりと目を開けた。

　すかさず左手に目を向けると、ダイヤモンドをちりばめた指輪が嵌められていた。

「これって――」

　感動のあまり日菜子は目を潤ませる。

「最初は誕生日プレゼントにしようかと迷ったんだが、この旅行中に渡すのが一番良いと思ってな。日菜子、俺と結婚してくれるか？」

「はい、もちろん……！」

　玲司からのプロポーズに、日菜子は満面の笑顔で大きくうなずいた。同時に彼女の瞳から、嬉し涙がはらりとこぼれ落ちる。

　玲司は頬を伝う雫を指先で拭うと、熱情に満ちた眼差しを日菜子に向けてきた。

「あぁ、駄目だ。もう完全にお前にのぼせてしまった。悪いがこのまま抱かせてもらう」

　言い終えると同時に彼は、日菜子の羽織っていたバスローブを素早く剥ぎ取り、やや強引に唇を重ねてくる。

「ん……ふ……ぅ……」

　何度も舌を絡ませて互いの唇を貪り、二人はなだれ込むようにベッドに体を沈ませる。

　甘美な口づけを繰り返しながら、玲司はいつものように日菜子の乳房に手を伸ばす。

　しかし、触れられるすんでのところで、日菜子が手でそっと制した。

「たまには私から奉仕させて」

「日菜子、本気で言っているのか……？」

　彼女の口から奉仕という言葉が出るとは、全く予想していなかったのだろう。さすがの玲司も驚いたように瞠目していた。

「いつも玲司さんに気持ちよくしてもらっているから、私も玲司さんを気持ちよくさせてあげたいの。それに、色々とお礼もしたいから」

　自ら淫らな行為に及ぶのは恥ずかしいが、玲司が快感を得られるのなら喜んでするつもりだ。

　しばらく呆然としていた玲司だったが、やがてバスローブを脱いでベッドの上に座り込んだ。

「それじゃあ、お手並み拝見といこうか」

　股間のものを見せつけるように、彼は足を大きく広げてくる。

（やっぱり玲司さんのって……すごく大きい……）

　男の象徴を間近で目にした日菜子は、頬を真っ赤に染めて食い入るように見つめた。

　それからおずおずと肉竿に手を添えて、愛でるように優しく撫でていく。

　甘い刺激を受けた雄肉は、ビクンと跳ねて半勃ちになる。

「やぁん……！」

　驚いた日菜子は思わず手を離してしまう。

「ご、ごめんなさい。急に動いたからびっくりしちゃって……」

「初めてにしては上出来じゃないか。ゆっくりでいいから、そのまま続けてくれ」

「はい」

　玲司はどこまでも優しく、性行為の時も決して急かすようなことはしない。

　日菜子は気を取り直して、再び雄茎を撫でさすっていく。

　玲司の下肢がわずかに震えると同時に、男根も硬さを増してそそり勃った。日菜子の拙い愛撫に感じてくれている証拠だ。

　まだ気恥ずかしさは残っていたものの、こうして玲司の悦に浸る姿が見られて嬉しい。

　日菜子は陶然とした笑みを浮かべて、手を上下に動かし肉茎を扱き続けた。

　するとまた、男根は手の中で大きく育っていく。

「あぁ、日菜子……」

　玲司はため息交じりに名前を呼んでくる。その声音が何とも艶めいており、日菜子の欲情が一気に掻き立てられた。

「どこを撫でられるのが一番気持ちいいの？」

「日菜子に愛撫される場所はどこでも気持ちいいが、やはり亀頭から裏側の太い血管にかけたところだな……」

　玲司の言葉に倣って日菜子は硬い先端を愛撫し、そのまま裏筋を指でなぞっていく。

「あぁ、そこだ……」

　彼は喜悦の面持ちで再び腰を震わせる。そのたびに、日菜子の手に包まれた雄肉は脈動し、ますます隆起していった。

「それじゃあ、こっちはどう？」

　そう言うと今度は睾丸も軽く揉んでみる。熱く硬い漲りとは対称に柔らかい。

（何だか、すごく奇妙な感触……）

　それでも日菜子は離そうとは思わず、優しく揉みほぐしていった。

「ん……」

　睾丸を刺激されるのもかなり快感だったようで、玲司は切なげに喘いだ。

　何度も愛撫された男根は猛々しく屹立していた。淫猥にヒクつく先端からも、透明な先走りが滴っている。

　普段は獰猛な獣のように蹂躙してくる性器が、こうして見ていると何だかとても愛しいもののように思えてきて、日菜子はそっとキスをする。

　小さく愛らしい唇が触れた瞬間、雄茎は脈打って鈴口を小刻みにヒクつかせた。口づけされたことで歓喜に震えているようだ。

　日菜子はしばしの間、その淫猥な光景に見入っていた。

　――もっと玲司に官能の悦びを与えたい……！

　ふしだらな衝動に駆られ、そり勃った肉茎に舌を這わせてみる。

　潮のような味が、かすかに口の中に広がっていく。

「そっちのテクニックも、なかなかのものだな。今のでイキそうになっちまったよ……」

　玲司の声が先程よりも上擦っている。亀頭も膨らみを増して、先走りを止め処なく溢れさせていた。

（あぁ、玲司さんがこんなにも感じてくれているわ……！）

　感極まった日菜子は、恍惚の眼差しで肉棒を丹念に舐っていく。

　そのたびに雄茎は小刻みに震え、玲司の口から艶めいた吐息が漏れる。

「あぁ、たまらない……」

　ちらっと様子を窺うと、彼はわずかに頬を上気させていた。もうすっかり快楽に溺れているようだ。

　愛する男の煽情的な姿をもっと見たくて、日菜子は夢中になって肉棒全体を舐め続ける。

　硬く膨張した巨根を愛撫していくのは大変だったが、玲司を気持ちよくさせるためなら微塵も苦にならなかった。

　口腔内で脈動する男根を感じながら、日菜子もまた悦に入っていた。

　こうして雄肉を口で愛撫するだけで、体が早くも情欲に飢えて下腹部が疼き始めている。

　もっと玲司の反応を引き出してみようと、日菜子は肉棒を根元近くまで咥えてしゃぶってみる。

「く……うっ……」

　すると雄茎はますます怒張して、同時に玲司の息遣いも荒くなった。どうやら今の動きがとても気持ち良かったらしい。

　日菜子は何度も舌を這わせては、吸い上げるように舐め回していく。

　玲司はすっかり表情を蕩けさせて、股間に与えられる甘い刺激に感じ入っている様子だった。

　雄肉はひときわ熱く漲っており、今にも爆ぜそうな勢いである。

　このまま玲司を絶頂まで導くべく、日菜子は懸命に奉仕を続けた。

　亀頭のくびれをなぞり上げた瞬間、いきり勃った肉茎が大きく震え、日菜子の口腔内に熱い飛沫を放出した。

「ん、んん……ッ！」

　濃厚な雄の匂いにむせ返りそうになるも、日菜子は男根を吐き出そうとせず最後の一滴まで精液を飲み込んだ。

　射精を終えた男根を解放したところで、玲司がミネラルウォーターの入ったペットボトルを渡してくる。

　日菜子はそれを受け取ると、喉の奥にこびりつく雄の精を流し込むように、水を一気飲みする。

「無理して飲むことなかったんだぞ。不味かっただろう？」

「玲司さんの精液だから全然平気よ」

「全く……」

　呆れたように苦笑する玲司だったが、どことなく満悦な様子でもある。

　それから日菜子を抱き寄せると、そのままベッドに押し倒して唇を奪う。

「ん……ん……ぅ……」

　濃厚な口づけを何度も交わしながら、玲司は豊満な乳房をやわやわと揉みしだいていく。

「ん……あぁ……」

　わずかに開いた口から、日菜子の甘い吐息が漏れる。

　乳房を愛でられるのはもちろん、深い谷間に頭を埋められるのも好きでたまらない。思わずもっと触れてほしいとねだってしまいそうだ。

「何度抱いても、お前がかわいくてたまらない」

　玲司は胸の膨らみを捏ね回しながら、頬や首筋にもそっと口づけする。

　彼にキスされるたびに、心から愛されているという喜びで胸の中が満たされていく。

　甘い口づけが終わったところで、すでに尖り始めている乳首を指先で優しくなぶられる。

「あ、あぁん……」

　甘い快楽が細波のように粟立ち、日菜子の体が小さく跳ね上がった。

「そうやって快楽に喘ぐ姿は色気に溢れていて最高だ」

　玲司の低く官能的な声音が、彼女の耳元をくすぐる。

　それだけで体の芯が熱くなり、下腹部に淫らな疼きが生じるのだった。

　続いて柔らかい耳朶を甘噛みされたかと思うと、乳頭を指の腹で執拗に擦り上げられる。

「ひ、あぁ……ッ！」

　触れられた部分がジンと疼き、日菜子の口から淫靡な嬌声が漏れた。

「もう感じ始めているのか？　お前の体もだんだん、いやらしさが増してきたな」

　日菜子を弄うように、玲司は意地悪くささやきかけてくる。

　以前は言葉責めされるたびに、羞恥心に襲われていた日菜子だったが、ここ最近はいやらしい言葉にさえ快感を覚えるようになっていた。

　玲司もそのことに気付いているようで、嗜虐心を剥き出しにしてなぶってくるのだ。

「そんないやらしい日菜子も好きだ。もっと乱したくなるほどにな」

「は……あぁ……」

　今度は乳首を軽く引っ張られ、日菜子は全身を軽く仰け反らせて小さく喘いだ。

　それだけで二つの小さな突起は、瞬く間に尖って硬くしこっていく。

「今夜も美味そうに実ってきたじゃないか」

「あ……あ、やぁん……！」

　指の腹で先端をそっと撫でられ、日菜子は甲高い声で鳴いて何度も腰を引き攣らせた。

　刺激を受けて過敏になった乳首は、熟れた果実のように紅く染まっていた。

　体も熱く火照っており、もっと淫靡な愛撫が欲しいと訴えている。

「充分に熟れてきたところで、お前のかわいい乳首をいただくとするか」

　玲司は嬉々とした面持ちで舌なめずりすると、薄紅色の乳頭に唇を寄せてそっと舌を這わせる。

「あ、は……ぁ……。もう……たまら……ない……」

　柔らかい舌の感触が何とも気持ちいい。

　まだ触れられていない秘部までもが反応して、子宮の奥が物欲しげに疼いてしまう。

「玲司……さん、もっと……」

　乳首をねっとりと舐られるのがたまらなくて、日菜子は甘えるような声で自ら愛撫を求めた。

　彼女の愛らしい声を聞いた玲司は、小さく息をついて蠱惑的な笑みを見せてくる。

「あぁ……」

　その際、日菜子の胸元に熱い吐息がかかり、全身がざわめいて快感が広がっていった。

「いつにも増して素直にねだってくるじゃないか。いいだろう、たっぷりかわいがってやる」

　日菜子の望みを叶えるように、玲司は乳首を吸い立てたり柔らかく噛んだりする。

「ひ……あぁ……！」

　舌戯と甘噛みで乳首を巧妙に責め立てられ、日菜子は頬を上気させて艶めかしく腰をくねらせた。

　得も言えぬ面持ちで快感に喘ぐ彼女の姿に、ますますそそられたのだろう。玲司は一際強く薄紅色の先端を吸い上げて、舌先で執拗に転がしていった。

「あ、あぁ……あぁ……！」

　日菜子はすっかり酩酊したような表情で嬌声を上げ続ける。

　乳首を丹念に舐られているうちに、腎兪から淫靡な熱が生じて全身に広がっていく。

　下肢の中心に帯びた疼きも増しており、足の間もすっかり潤い始めていた。

　――早く秘められた部分にも快感が欲しい。

　日菜子の淫らな願望が通じたのか、玲司の手が下肢へと伸びてきて、そのまま恥裂をまさぐられた。

「ひゃ……あぁ……ぅ……！」

　それだけで全身に強い快感が生じ、日菜子は一際甲高い嬌声を上げて身悶えた。

「お前のその淫らでかわいい嬌声、何度でも聴きたくなってしまう」

　今の日菜子の反応で、玲司の欲情を一段と掻き立てたらしい。抽送に似た動きで膣口を掻き乱してくる。

「や……あぁッ！」

　いつもなら優しくほぐしてくれるのに、今の玲司の指戯には容赦がない。まるで嫉妬心をあらわにした彼に、激しく抱かれる時と同じである。

「あぁ……ん……玲司さん、もっと……優しく……」

「その割には感じているように見えるが。もっと激しくしての間違いじゃないのか？」

　玲司は人の悪い笑みを浮かべて、可憐な尖りまで責め立ててくる。

「あぁッ！　や……あぁ……！」

　雌核がヒクつくと共に下腹部全体に快感が迸り、日菜子は甘い悲鳴を上げて仰け反った。収縮する花唇からは、淫欲の蜜がどっと溢れてくる。

「相変わらず日菜子は、ここを触れられたほうがよく感じるんだな」

　玲司は喜悦の笑みを浮かべながら、指の腹でくすぐるように肉芽を弄り続ける。

「はぁん……！」

　乳首を愛撫された時と同様に、淫核も嬉しそうにジンと疼く。腎兪の辺りが一気に火照り、体中に愉悦が広がっていった。

　執拗に淫芽を撫で回されるうちに、日菜子は腰を痙攣させてそのまま達してしまう。

　それでも玲司の愛撫は止まらず、彼女の淫らな反応を引き出そうと感じるところを掻き乱していく。

「は……ぁ……玲司さん……。どうして……こんなに激しく……責め立てるの……？」

「乱してしまいたくなるほど、お前がかわいいからに決まっているだろう」

　言い終えると同時に玲司は、指を動かす速度を上げてなぶってくる。

「あ、あぁぁ……ッ！」

　全身を突き抜けるような快感が迸り、花唇がヒクヒクと脈打って濃厚な蜜が次々と滴り落ちてきた。

　こうして激しくされるのも気持ちよくてたまらない。

「あ、はぁ……ん……。玲司さん……もっと……」

　日菜子は恍惚の眼差しを向けながら、愛撫を求めるように自ら足を大きく開く。

　すると彼女の願望に応えるように、指の動きがまた一段と激しくなる。

「ひ……あぁ……ッ！」

　玲司の苛烈な愛撫は容赦なく、日菜子の理性を奪っていく。濡れそぼった花唇は指を締めつけ、淫芽も膨らんで濃く色づいていた。

「あ、あぁ……いい……」

「そうやって感じ入っているお前を見ていると、このままイカせてやりたくなる……」

　快楽に溺れる日菜子を見て、玲司は酔いしれたようにつぶやいた。

　次の瞬間、彼の長い指がＧスポットを探り当てる。

「あぁぁん！」

　頭頂部から足の爪先にかけて、一際強い快感が電流のように駆け抜けて、日菜子は歓喜の涙を浮かべて悶絶した。

　官能の余韻が引き、満ち足りたように四肢を投げ出して惚けていると、玲司がそっと指を引き抜いた。

「あ……」

　それからすぐに言いようのない寂しさに襲われ、日菜子は切なげな眼差しで玲司を見上げる。

「何だ、まだ欲しいのか？」

「ええ、もっと……欲しい……」

　玲司の問いかけに日菜子は小さくうなずく。

（もっと……玲司さんになぶられたい……）

　淫欲に飢えた体と心が、玲司の愛撫を強く望んでいた。

「お前もすっかり貪欲になってきたな」

　玲司はからかうように笑うと、しとどに濡れた秘部をじっと見つめてくる。

　彼の眼前に晒された花唇が、わなわなと震えて淫靡な熱を増していった。

「こうして濡れて輝く様は、本当に真珠そのものだ……」

「あぁん」

　艶を帯びた雌核を軽くつつかれ、日菜子は腰を大きく引き攣らせた。触れられた淫芽も小刻みに脈動する。

　以前、ジュエリーショップへ行った際、すでに綺麗な真珠を持っているから必要ないと言われたのを思い出した。

（玲司さんの言っていた、綺麗な真珠ってまさか――！）

　今までずっと何のことかわからなかったが、その意味をようやく理解した日菜子は、羞恥のあまり赤面するばかりである。

「こんな恥ずかしいところ……真珠にたとえないで……。全然、似ても似つかないわ……」

「いいや、お前のここはどんな真珠よりも綺麗だ。見るたびにこうして愛でてやりたくなる……」

「あ……ぁぁ……」

　弄うような動きで何度も転がされ、肉芽はますます熱を帯びてジンと疼く。

　普段から敏感な陰核だが、今夜はなぜかいつも以上に感じやすい。こうして指先で擦られるだけで、甘美な陶酔のうねりが込み上げて今にも達してしまいそうだ。

「日菜子、お前が狂おしいほど好きでたまらない……」

　玲司は愛を込めて雌核に優しく口づけする。

「あぁッ……！」

　甘い愉悦が下腹部に迸り、性器全体が妖しくヒクついた。

「キスだけでここまでイケるとは。この後の反応を見るのが愉しみだ」

　玲司は満足げに微笑んだのち、硬さを取り戻した雄茎を花唇に押し当てる。

　そのまま貫かれるのかと思いきや、彼は硬い先端で恥裂を擦り始めたのだ。

「や……あぁ……ん！　それ……やめ……て……」

　日菜子は歓喜の悲鳴を上げて、愛蜜を止め処なく溢れさせた。

　治まりかけていた淫靡な疼きが、再び下肢全体に込み上げてくる。

　蜜口が硬起したものを欲するように、ヒクヒクといやらしく蠢いている。

　しかし玲司は焦らすように、ただひたすら擦りつけてくるばかりだ。

「相変わらず嘘が下手だな。嫉妬に駆られた俺が同じことをした時も、すごく悦がっていたじゃないか」

　玲司は嗜虐的な笑みを見せると、指で愛でたばかりの肉芽もなぶっていく。

「あ、あぁ……！　玲司さん、駄目……！　そんなに……擦りつけられたら……変になっちゃう……！」

　そう言いつつも日菜子は、愛撫を求めるように自ら腰を突きだしている。その上、快楽の滴りは留まることなく溢れ続け、玲司の昂りをも濡らしていた。

「駄目だと言いながら、本当は感じているんだろう？　そうでなければこんなに濡れたりしない筈だ」

　玲司は意地悪くささやいて、亀頭をグリグリと押し当ててくる。

「ひっ、ああぁ……！」

　秘芽のみならず下腹部全体が一気に熱く火照り、日菜子は激しい愉悦から何度も体を仰け反らせる。

　淫芽をなぶる肉棒も刺激を受けて気持ちいいのだろう。先程より更にそり勃っており、鈴口から先走りを滴らせていた。

「はぁぁ……ん……！」

　強すぎる快感のせいで下肢の震えが止まらない。子宮の奥が、早く玲司が欲しいと切なく訴えている。

　二度目の絶頂を迎えた日菜子は、身も心も完全に官能の深みに溺れていく。

「玲司さん、お願い……」

「俺にどうしてほしいんだ？　はっきり言ってみろ」

　日菜子の望みをわかっている筈なのに、玲司は敢えて気付かないふりをして、敏感な突起をいやらしく責め続ける。

　どうやら日菜子が言葉に出さない限り、ずっとなぶり続けるつもりでいるらしい。

（こんな時まで意地悪しなくてもいいのに……）

　玲司に主導権を握られて悔しいが、不思議と悪い気はしない。こうして彼に翻弄されるのが、心のどこかで楽しいと感じているからだろう。

「玲司さんに……早く入ってきて……ほしいの……」

　ためらいながらも願望を口にしたのち、日菜子は屹立した巨根に手を伸ばしてそっと触れた。

　すでに硬さを取り戻していた肉茎は、彼女の手に包まれるなり嬉しそうに震える。

　玲司自身も恍惚の笑みを浮かべては、感極まったように熱っぽいため息をつく。

「ちゃんとおねだりできて、日菜子は本当にいい子だ」

　玲司は日菜子の額に口づけすると、雄肉を膣口に宛がって中へと押し進めた。

（あぁ、やっと……玲司さんが入ってきた……）

　日菜子の心の声を代弁するように、隘路は喜悦に震えて肉棒を締めつける。

　それから唐突に、玲司によって体位を変えられ、日菜子が彼に跨る形となる。

　戸惑う彼女に玲司は、「たまにはお前が動いてみろ」とだけ告げてきた。

「そんな……いきなり言われても……」

「俺がいつもやっているようにやればいい」

　玲司は試すような眼差しを向けてくるばかりである。どうやら本気で日菜子に任せるつもりでいるようだ。

　――こうなったら、こちらが何を言っても無駄だろう。

　日菜子は仕方なく、たどたどしく腰を動かしてみる。

「あ、あぁ……」

　熱い屹立が襞肉と擦れて気持ちいい。

　自分から動くことにまだ緊張していたが、日菜子はそのまま腰を揺らしては、子宮口に刺激を与えていく。

「あ、は……ぁん……」

　下腹部に生じた快感が全身を駆け巡り、日菜子はうっとりした面持ちで腰を振り続ける。

　擦りつけられている男根も、蜜洞の中で徐々に漲りを増していった。

（何だか、すごく……良い感じ……）

　いやらしいことをしているのに、恥ずかしさは微塵もない。むしろ身も心も気持ちよくなっていくばかりである。

　すっかり気分が昂っていた日菜子は、夢中になって腰をくねらせた。

「いい眺めだな」

　玲司は感嘆のため息をついて、二つのたわわな実りをじっと見つめる。

　獰猛さを孕んだ彼の視線を目にした日菜子は、こうして動くたびに乳房が淫らに揺れ動いていることに今更ながら気付く。

「玲司さんったら、何ていやらしいの……」

　日菜子はすかさず胸元を隠そうとするが、そうするよりも先に玲司の大きな手に捉えられてしまう。

「や……っ！」

「なぜ今更になって隠そうとする？」

　玲司は乳房を揉みしだきながら、乳首もくいくいと引っ張って更なる快楽を与えてくる。

「あ、あぁん……。ごめんなさい、もう……隠さないから……。だから……やめて……」

　日菜子はあえかな声音で許しを乞う。

「いいや、駄目だ」

　玲司は一切手を止めることなく、喜悦の笑みで熱心に乳房や乳頭を弄り続けた。

「あん！　はぁ……いや……ぁ……」

　鋭敏になった乳首を扱かれ、快楽のあまり体の震えが止まらなくなる。

　その弾みで肉棒が蜜壷に擦りつけられ、結果的に日菜子自身が自らを刺激する形となってしまう。

「あぁ……は……ぁ……！」

　日菜子は全身を大きく震わせたのち、そのまま玲司の体の上にもたれかかった。

「おいおい、どうした？　そんなに激しくしてないだろう」

　玲司は面喰いつつも、日菜子を優しく抱きとめてくれる。

　今はどんなに優しい愛撫も、過敏になってしまった体には強すぎる刺激でしかない。

「仕方ないな……」

　玲司はため息交じりにつぶやくと、半身を起こして日菜子を自身の上に座らせた。

　彼と目が合うなり、日菜子の胸が大きく高鳴った。

「そうやって色っぽい眼差しを向けて、俺に早く犯されたいとねだっているのか？」

　言うが早いか玲司は、突き上げるような勢いで肉棒を打ちつけてくる。

「あ、あ、あぁ……ッ！」

　激しい律動に全身が揺さぶられ、日菜子は歓喜の悲鳴を上げて玲司にしがみついた。

　襞肉も熱い屹立に蹂躙されて嬉しそうにうねり、その愉悦が全身に広がっていく。

「こうされるのは気持ちいいか？」

　優しく耳打ちされるなり、日菜子は甘ったるい吐息を漏らす。

（玲司さんの声、何でこんなにも心地いいのかしら……）

　彼の低い声を聴いただけで体が熱く疼き、またしても達してしまいそうになる。

「気持ち……いい……。もう、気持ちよすぎて……たまらないの……」

　日菜子は甘い声音で答えながら、豊満な乳房を硬い胸板に押し付ける。

　たわわな実りが自身の体に当たったことで、玲司はますます欲情を掻き立てられたのだろう。蜜洞を犯す肉茎が更にそそり勃った。

「俺もだ。もう、気持ちよすぎてたまらない……」

　玲司は口角を吊り上げると、律動の速度を上げていく。

　いきり勃った雄肉はよりいっそう硬く漲り、隘路の中でその存在を主張するように質量を増していった。

　灼けてしまいそうな熱を味わいながら、日菜子は恍惚の表情で玲司を強く抱きしめた。

「ああ……あぁ……」

　玲司が動くたびに性器同士が擦れ、日菜子の嬌声と共に淫猥な水音が響き渡る。

　子宮口が蕩けてしまいそうなほど熟れており、肉棒を強く締めつけては小刻みに震えていた。

「あっ、あっ、あぁっ！」

　獰猛な抽送がいつになく快感で、日菜子は無意識のうちに自ら腰をくねらせる。

　するとまた、膣壁が痙攣して男根に絡みついた。

　このまま身も心も全て溶けて、玲司と一つになってしまいそうである。

「うッ……！」

　玲司は微かに息を乱して苦悶の声を漏らす。どうやら今ので軽く達したらしい。

　彼のその姿がたまらなく色っぽくて、日菜子は陶然とため息をついて見惚れてしまう。

「日菜子も俺を煽るのが上手くなってきたな」

　言うが早いか彼は、仕返しとばかりに己の猛りを突き動かしていく。

「は、あぁ……んッ……！」

　日菜子は全身を波打たせては、玲司を強く抱きしめて歓声を上げる。

　身も心も淫靡な熱に浮かされ、これ以上ないぐらい疼いていた。蜜腔を蹂躙する肉棒も限界まで張り詰めている。

　玲司も同じように快感を得ているのだとわかり、日菜子は悦びから表情を綻ばせた。

「お前のその表情、この上なくかわいくてたまらない。このままずっと見ていたいほどだ……」

　玲司に一段と強く雄茎を穿たれ、子宮全体のうねりが激しさを増していった。

「あ、あ、あ――っ」

　何度も絶頂を味わわされ、日菜子は甘い悲鳴を上げて悶絶する。

　その直後、硬い漲りも大きく脈動を開始して、子宮の奥に熱い白濁を大量に放った。

「あぁ――ッ！」

　日菜子は恍惚とした面持ちで歓喜に打ち震える。

　欲望の飛沫を受け止めた子宮口は、今までにないぐらい熱く疼いている。花唇も小刻みに戦慄いて、結合部からわずかに淫蜜を滴らせていた。

　官能の疼きが引いた後も、二人は体をつなげたまま睦み合っていた。

「日菜子、お前だけを愛している」

「私も、玲司さんだけを愛しているわ」

　互いに愛の言葉をささやいたのち、抱きしめ合って深く口づける。

　こうしているだけで甘美な幸福感に包まれ、玲司と身も心も結ばれた喜びに満たされていく。

　それから優しくベッドに押し倒され、再び訪れる淫靡な予感に胸が高鳴る。

「今夜はもっとお前を愛したい」

　玲司が熱情を帯びた眼差しで見下ろしてくる。それが何とも魅惑的で、日菜子はたちまち虜になってしまう。

「玲司さんの好きなようにして」

「相変わらず、かわいいことを言うじゃないか。次もたっぷりイカせてやるから、覚悟しておけよ」

　玲司は不敵に笑うと、蕩けきった蜜腔をゆっくりと犯し始めた。

「あ、は……あぁ……」

　自身の中で、少しずつ硬さを取り戻しつつある巨根を感じなら、日菜子は頬を上気させて喘いだ。

　二度目の抽送でも、獰猛に穿たれては大量の精を注がれるだろう。

　想像するだけで胸がときめき、自然と恍惚の笑みがこぼれる。

「玲司さん……」

　――これ以上ないぐらい、この体と心をあなたの愛で満たしてほしい。

　日菜子は甘い願望を胸に抱きながら、艶めいた眼差しを玲司に向ける。

　すると彼は、とびきり魅力的な笑顔を返してくれた。

「愛している、この先もずっと……」

　耳元で甘くささやかれた刹那、苛烈な律動で下肢全体を揺さぶられる。

　日菜子の理性は再び快感に弾け、体も瞬く間に官能のうねりに飲み込まれていく。

「私も……愛して……いるわ……」

　日菜子は上擦った声音で言葉を返すと、玲司の体を抱き寄せてそっと唇を重ねた。

　それが引鉄となったかのように、二人の口づけと情交は激しさを増していった。

 










終章　〜最高の巡り会い〜








　二月十四日、日菜子は玲司と共に少し早めに退社した。

　バレンタインデーにデートとは何ともロマンティックであると、職場の同僚や先輩方は羨ましがっていたが、二人にとってこの日は初めて出会った大切な記念日なのだ。

　日中は少しずつ気温が上がってきているが、日が落ちるとまだ冷え込みが厳しい。

「寒いだろう」

　玲司は一言そう告げるなり、冷えた手を温めるようにつないでくれる。

「ありがとう」

　日菜子は礼を言ってやんわりと微笑みかけた。

　仲睦まじいその姿を、周囲が羨望の眼差しで見つめていたが、二人は敢えて気付かないふりをして夕暮れの街を歩き続ける。

　玲司に連れられてやって来たのは、落ち着いた雰囲気のバーだった。

　ジャズアレンジされたクラシック音楽が流れており、こういった店に初めて入る日菜子でもゆったり過ごせそうである。

　今日がバレンタインデーということもあってか、自分達以外にもカップルが何組か来ていた。

　席は事前に予約してあったようで、玲司がその旨をバーテンダーに伝えると、奥のテーブル席に通される。

　玲司はキールを二つ注文したのち、日菜子の手を包み込むようにそっと握ってくる。

（玲司さんの手、とても温かい……）

　こうして彼のぬくもりを感じるだけで、自然と心までもが温かくなっていくようだった。

「今夜のお前もすごく綺麗だ」

「何を言っているの、いつもと変わらないでしょう」

　デートなのでおしゃれをしてきてはいるものの、大人の魅力に溢れる玲司には到底敵わない。

「相変わらず謙虚だな。だが、お前のその奥ゆかしさがまた愛らしい」

「ちょっと玲司さん、恥ずかしいからやめてよ……！」

「最愛の嫁に対して、愛らしいと言うのは当然だろう」

　赤面して狼狽する日菜子をからかうように、玲司は聞いていて恥ずかしくなるような台詞をさらりと告げてくる。

「もう、仕方のない人ね……」

　ずっと翻弄されてばかりで悔しいが、最終的には可笑しくなってつい笑ってしまうのだった。

　程なくして、キールの入ったグラスが運ばれてくる。

「すごく綺麗……」

　映画やドラマなどでよく目にするが、カクテルはどれも本当に美しい。

「日菜子、キールのカクテル言葉は知っているか？」

　赤い液体をうっとり眺めていると、玲司は唐突に出題してきた。

「カクテル言葉……？」

　普段はほとんど酒を飲まない日菜子は、カクテル言葉というものがあるとは知らなかった。

　頑張って色々と考えてみたものの、全く見当がつかず完全にお手上げである。

「ごめんなさい、ちょっとわからないわ……」

「お前には少し難しかったか？」

「もう、玲司さんったら。またそうやって、私を子供扱いするんだから……」

「悪かった。ちゃんと答えを教えるから、そう怒るなよ」

　頬を膨らませる日菜子をなだめると、玲司は真摯な眼差しで教えてくれた。

「『最高の巡り会い』だ」

「『最高の巡り会い』……」

　日菜子は感極まったように玲司の言葉を反芻する。

　――何と素敵なカクテル言葉なのだろうか。

　玲司が、この記念すべき日にふさわしいカクテルを選んでくれたのが嬉しくて、たまらず涙が出そうになった。

「どうだ？　まさしく俺達に当てはまっているだろう？」

「ええ、本当ね」

　日菜子は花のようにまばゆい笑顔を湛えてうなずく。

　その際、彼女の頬がキールと同じ赤色に染まっていた。

　グラスを片手にした玲司は、優しく微笑みかけてくる。

「お前に出会えて本当に良かった」

「私もよ」

　はにかみながらも言葉を返すと、日菜子もグラスを手に取った。

　それから二人は、自分達の出会いを祝福するように乾杯する。

　キールを一口飲んだところで、日菜子は改めて薬指に嵌められた指輪に目を向ける。

　――自分達の結婚式までもう少しだ。

　旅行先から帰ってきて間もなく、玲司の母親と姉が訪ねてきた。

　二人は日菜子を快く受け入れ、特に姉の方はずっと妹が欲しかったと、大喜びしてくれた。

　一方、日菜子の両親は自分達の結婚に、すぐには承諾してくれなかった。

　年齢差についても言われたが、最も懸念されたのはやはり玲司の過去である。

　母はそんな相手と一緒で大丈夫なのかと心配し、父に至っては呆れ果てている様子だった。

　今はもう裏社会の人間から狙われる恐れはないことや、ちゃんとした職に就いていて稼ぎもあることなどを話しても、両親はなかなか首を縦に振ろうとしなかった。

　だが、何があっても必ず守り抜くという玲司の熱意に押されたようで、ようやく納得し今では祝福してくれている。

（色々と大変だったけど、玲司さんとの結婚を認めてもらえて、本当に良かったわ）

　もし認めてもらえなければ、両親とは完全に縁を切る覚悟までしていたので、そうならずに済んで安堵している。

「玲司さん、私の両親を説得してくれて、本当にありがとう」

「なに、俺は恋人として当たり前のことを言ったまでだ。それに、大概のことは愛があれば何とかなる」

「ええ、そうね」

　玲司の言う通り、愛があればどんな困難も乗り越えられる。

　愛のおかげで、違う世界に生きていた二人は、ようやく結ばれるに至ったのだから。

　それから玲司は再び日菜子の手を取り、魅了するような微笑を向けてくる。

「日菜子、お前を絶対に幸せにする。何があっても、必ずお前を守り抜くと約束する」

「私も、何があっても玲司さんについていくわ」

　玲司の優しいぬくもりに包まれながら、日菜子は幸せそうに微笑むのだった。
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　初めまして、さくら茉ま帆ほと申します。

　この度は拙著、『たとえ、危険な恋だと言われても～処女を捧げた相手は元マフィア～』を読んで下さり、ありがとうございました。

　私にとって初めてのレーベル作品であるため、緊張しながらも楽しく執筆させていただきました。

　ある作品の登場人物がきっかけで、大人の色気に溢れるおじ様にハマりまして、中でもちょっと悪そうな雰囲気を持つ方が好みです。そのため、今作のヒーローである玲司も元マフィアというアウトロー系にしてみました。元からおじ様キャラが好きな方はもちろんのこと、おじ様ヒーローに興味を持って下さった方にも、その魅力が伝われば幸いです。

　当初、玲司は完全に私の趣味全開で書いており、そのせいで編集の方からは「この台詞はやめたほうがいい」とご指摘をいただいたこともしばしば。あまり好きなものを詰め込み過ぎるのも良くないなと思いました。加筆修正の際、読んでいて自分でも恥ずかしくなったほどです。ホンマ誰得だよってツッコミたくなりました（笑）。

　ヒロインの日菜子はかわいくて守られるだけの存在ではなく、愛する人を支える芯の強さも兼ね備えた女子というコンセプトで書いた……つもりだったのですが、いざ書いてみると思いの外けっこう玲司に翻弄されているなぁと感じました。何せ彼の独占欲と嫉妬深さは半端ないですからね。他の男の名前が出ただけで暴走してしまうぐらいですから、結婚してからも間違いなく苦労することでしょう。まあ、日菜子も玲司に首ったけですからね、何だかんだ言って楽しんでそうな気もしますが。

　まだまだ書きたいエピソードがたくさんありますが、機会があれば何らかの形で書いてみたいと考えております。

　今回、執筆するに当たって一から指導して下さった編集様には、大変お世話になりました。色々とご迷惑をおかけしたかと思いますが、本当にありがとうございます。

　イラストを担当して下さった蜂はち不ふ二じ子こ先生、とても素敵なイラストを描いていただけて光栄です。

　玲司がすごくかっこよくて、日菜子も愛らしさと色っぽさが醸し出ており、ラフの段階から見ていてドキドキさせられたほどです。完成した表紙イラストを見るのがとても楽しみにしております。

　またどこかで私の作品が、読者の皆様のお目にかかれることを、心よりお祈り申し上げます。
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この本は縦書きでレイアウトされています。
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